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� ᵓ成員の意識ၨ発を目的に，2014 年度，2015 年度も，以ୗのような教職員ࢭミࢼーや関

㐃授業などを実施した。 
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� 2014 年 6 月 25 ᪥（Ỉ），「ࢲイバーࢸࢩ推進の意⩏と課㢟」をࢸー࣐に，教職員ࢭ

ミࢼーを開催し，参加者は⣙ 60 ྡであった。ࢭミࢼーでは，ᰩᯘኵ学長のᣵᣜの後，ᘅ

ᮌ⩏ஂ教授（企画専門部会委員）による「教ロールモデル 2014」の紹介，永⏤⨾子

学長⿵బ（企画専門部会長）による講ᖌ紹介が行われた。その後，ᰴᘧ会社ピーࣉルフ࢛

ー࢝ス・ࢥンࢧルࢸング取⥾ᙺ・フ࢘ンࢲーの㯮⏣⏤㈗子Ặによる「ࢲイバーࢸࢩ

推進の意⩏と課㢟」と㢟する講₇が行われた。 
 㯮⏣Ặの講₇では，まࢲ，ࡎイバーࢸࢩとは，性ู・年齢・国⡠などの多ᵝ性にとど

まらࡎ「✲ᴟ的にはಶ々人のಶ性がㄆめられること」である，という基本的な考え方が紹

介された。そして，近年，なࡐ，企業がࢲイバーࢸࢩを㔜どするようになっているのか，

を推進している企業はどのような≉ᚩをᣢっているのかといった経῭⏺のࢸࢩイバーࢲ

動ྥが♧された。その上で，ࢲイバーࢸࢩを推進するためには，ᕪูを生ࡳ出す࣓࢝ニ

，の理解が必要であるとされた。またやᖹ等にするだけでは事態が改ၿしないこと࣒ࢬ

と制ࣉ推進のための対策に関㐃して，⤌⧊ᵓ成員の意識改革・スキルアッࢸࢩイバーࢲ

度・仕⤌ࡳなどの見┤しによる環境整備とのࡘのഃ㠃から，ලయ策が紹介された。以上

のように，講₇の内ᐜは，企業における女性活用をな事例としていたが，本学における

男女共同参画推進のためにも，㔜要な♧၀をྵむものであった。 
さて，今回の教職員ࢭミࢼーでも，ᚑ来と同ᵝのアンࢣートを行った。アンࢣートの回

⟅は 42 ྡ（教員・教諭 9 ྡ，事務⣔職員 23 ྡ，学生 8 ྡ㸹男性 19 ྡ，女性 23 ྡ）より

得られた。回⟅者の中には学生もྵまれており，この✀のࢸー࣐のⱝい世௦の関ᚰの高

まりを♧しているといえよう。アンࢣート結果では，「本ࢭミࢼーは男女共同参画に関す

る理解を῝める上でᙺに立ちましたか」に対する回⟅が，「たいん᭷用であった」17 ྡ，

「᭷用であった」22 ྡ，「あまり᭷用でなかった」1 ྡと，42 ྡ中 39 ྡ（93％）が⫯定

的な回⟅をした。（図ϫ㸫1㸫ձ） 
そして，今回のࢭミࢼーにࡘいての感想では，「多ᵝな社会のあり方が実現すればよい

とᛮう」，「学においてもࢲイバーࢸࢩは᭷ຠであるとᛮう」などや，「多ᵝ性を実

現するためにはさまざまなၥ㢟やᅔ㞴が生じるとᛮう」といったものがࡳられた。また，

「企業での取り⤌ࡳでኻᩋ事例も聞きたかった」，「もう少し᥀りୗげて聞けるだけの時

間がしかった」などの感想もࡳられた。 
アンࢣートでは，そのに，本学の男女共同参画推進行動ィ画などに対するㄆ▱度（「▱

っている」23 ྡ（55％），「なんとなく▱っていた」14 ྡ（33％））（図ϫ㸫1㸫ղ）や，

男女共同参画に関してᕼᮃする制度・ࢧーࣅス・設備などにࡘいてもᑜࡡた。ᕼᮃする制
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って男女共同参画推進事業を進めてきた。これまでに㞟した関ಀሗの⟶理，分ᯒ作業

等のため活動ス࣌ース☜保ཬࡧその設備整備予算の要求を㔜2014，ࡡ 年 4 月，教員㣴成課

⛬Ჷ C5-222 に男女共同参画㈨ᩱ室を整備し，これまでに㉎ධ，㞟した㈨ᩱや関㐃図書の

⟶理を行うか，企画専門部会のミーࢸングス࣌ースとして活用している。 
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度などに関して，࣓ンࢱー制度，▷期間の介護休ᬤ制度や介護に対する㓄៖ཬࡧ理解，急

に子どもを㡸ける場合の保育施設，女性の⟶理職を目ᣦせる◊ಟなどの回⟅があった。 
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 2015 年 6 月 24 ᪥（Ỉ），「男女共同参画推進」をࢸー࣐に，2015 年度教職員ࢭミࢼーを

᯽ཎキャンパスで開催し，教職員，学生合わせて 65 ྡの参加があった。 
 同ࢭミࢼーは㸰部でᵓ成され，➨ 1 部では「2014 年度㜰教育学男女共同参画推進助

成」を受けて進められた調査・◊✲に関する以ୗの㸲ࡘのሗ࿌がなされた。小ᓮᜤᘯ准教授

「父親の子育てを支える社会ࢩス࣒ࢸの᳨ド」，㕥ᮌ┿⏤子教授「㜰における『子育て支

援࢞イドࣈック』のᥦ」，㤿ᬡ⳹准教授「࢙ࢪンࢲーのどⅬから見るグローバル助成人材

の育成」，そしてᖹ‶ᜨẶ「イク࣓ン・イク࣎ス㣴成ࣉロ࢙ࢪクト」である。 
 ➨ 2 部は，男女共同参画に関わる民間企業の取り⤌ࡳ事例として，ᰴᘧ会社ワࢥールの

トとࣉࢭンࢥࢸࢩイバーࢲ ールࢥりẶをᣍいて，「ワ推進課のᯇ山かࢸࢩイバーࢲ

『くるࡳん』ㄆ定の取り⤌ࡳ」と㢟して講₇をいただいた。 
 ᰴᘧ会社ワࢥールは，2014 年にࢲイバーࢸࢩ支援室を設⨨し，その取り⤌ࡳをᙉ化し

ている。その⫼ᬒとして，ࡦとࡘに内部要ᅉとしてᚑ業員女性比⋡が 87％を༨めること，

（ス要ᅉとなる期ࢼイ࣐人口ῶ少が経῭にとって）ス期ࢼー࢜にእ部要ᅉとして人口ࡘたࡩ

に対ᛂできるḟ世௦リーࢲーの必要性をᣦしている。ࡘまり，育児や介護と仕事の両立

（ワークライフバランス）をはかり，女性が働き⥆けることをྍ⬟とするような環境の整備

が企業のᮍ来にとってྍḞの課㢟であるというㄆ識である。そして，これらの課㢟に対ᛂ

することによって，多ᵝな人材は各々の᭷する多ᵝな⬟力をフルに発することができ，結

果として企業全యのパフ࢛ー࣐ンスが引き上げられていくと考えている。したがってワࢥ

ールにおいては，ࢲイバーࢸࢩは経Ⴀ課㢟のࡦとࡘと⨨けられている。ලయ的には介

護と仕事の両立，出産・育児と仕事の両立，さらには定年後雇用や㞀がい者雇用，そして

な（ጞめているࡳ⤌雇用Ⓩ㘓制度のことで近年多くの企業で取り）バック制度࣒࢝ル࢚࢘

どに取り⤌んでいる。 
ワࢥールは 2012 年にくるࡳんㄆ定を取得したが，さらにࣉラࢼࢳくるࡳんㄆ定ྥけて

行動ィ画を策定している。 
ート回⟅者はࢣよう。アンࡳートから参加者の声を聞いてࢣー┤後のアンࢼミࢭ 52ྡで，

男性 23 ྡ，女性 29 ྡであった。職✀等では，教員 8 ྡ，事務⣔職員 31 ྡ，学生 12 ྡで

あった。アンࢣートでは 50 ྡが「たいん᭷用であった」もしくは「᭷用であった」とホ

౯している。≉に改めて男女共同参画にࡘいて考えてࡳるよい機会となっているという参

加者が多く，もっと多くの人が参加すべきであるとの声はᙉい。ලయ的には，「ᬑẁ聞けな

いような企業のࢲイバーࢸࢩの取り⤌ࡳが聞けてよかった」「⮬分のᑗ来のၥ㢟として聞

くことができた」「▱らない制度がたくさんあって，Ⰻいຮᙉの機会となった」「育休を取る

ローするということが㔜要だとᛮった」「育児だけでは࢛うも努力する。だから周りもフ

なく介護のၥ㢟も㔜要だと分かった」等々である。 
同アンࢣートでは，男女共同参画に関わってᕼᮃする制度・ࢧーࣅス・設備等にࡘいても

ᑜࡡている。回⟅としてもっとも要ᮃの高いものは，やはり保育所であった。これは以前よ

りᙉい要ᮃとしてあり，委員会としても᳨ウを㔜ࡡてきたၥ㢟でもある。同ᵝに今回のアン
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㸱㸧ࡲࢀࡇでࡳ⤌ࡾྲྀࡢをࡾ㏉ࡗて 
 男女共同参画に関わるࢸー࣐を教職員ࢭミࢼーで取り上げるようになったのは 2010 年

からである。したがって 2015 年で 6 回目となる。ここではアンࢣートに♧された参加者の

声をもとに，この 6 年間の取⤌ࡳをり㏉ってࡳる。 
 図ϫ㸫1㸫յはこの間の参加者数の推⛣をࡳたものである。これによれば 2010 年以㝆，

参加者数はῶ少を⥆けていたが（ただし 2014 年はアンࢣート回⟅者数を♧しているので，

実際には 2013 年と同Ỉ‽であったとᛮわれる），2015 年は増加に㌿じた。 

 
㸨参ຍ⪅ᩘࡣᴫᩘ㸪���� ᖺࢺ࣮ࢣࣥࡣᅇ⟅⪅ᩘにࡼるࠋ 

ᅗϫ㸫�㸫յ� 参ຍ⪅ᩘࡢ᥎⛣ 
 
 図ϫ㸫1㸫նより，参加者の職✀ูᵓ成をࡳると，教員・教諭の参加者比⋡がపのまま

であることがわかる。これに対して学生の参加者比⋡が高まっている。教員・教諭の参加者

数の推⛣（アンࢣート回⟅者のࡳ）をࡳると，2013 年には 20 ྡでまだ᱆を⥔ᣢしていた

が，2014 年には 9 ྡ，2015 年には 8 ྡという状ἣにある。 

 
㸨ࢺ࣮ࢣࣥᅇ⟅⪅್ᩘࡢで࠶るࠋ௨ୗࡢᅗ⾲ࡶ同ᵝࠋ 
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ᅗϫ㸫�㸫շ� 男女共同参画ྲྀࡢ⤌にᑐࡍる⌮ゎᗘ 

 
 図ϫ㸫1㸫շより男女共同参画の取⤌ࡳに関する理解度をࡳると，2012 年まではおよそ

参加者の 80％前後が「▱っている」というᒙであったが，2013 年には「▱っている」のᒙ

よりも「なんとなく▱っている」と「▱らない」というᒙがおよそ 50％を㉸える状ἣとな

っている。以後も「▱らない」というᒙの比⋡が増加ഴྥにある。これは学生の参加比⋡の

増加に関ಀしていると推ᐹされる。そして「なんとなく▱っている」というᒙが男女共同参

画にࡘいて少し学んでࡳようとするഴྥがあるのではないかと考える。 
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 では最後に企画のホ౯にࡘいてࡳておこう。これによれば「たいん᭷用であった」が

80％を㉸えた 2013 年と最పであった 2011 年を㝖けば，「たいん᭷用であった」と「᭷用

であった」が 40㹼50％⛬度で同Ỉ‽にあるというのがᖹ均的な状ἣである。しかし「᭷用
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であった」が↓㞴な回⟅として⨨づけられ，一部にややᢈุ的なニュアンスもྵむものと

するならば，2011 年と 2014 年は「あまり᭷用ではなかった」というᒙが一定数Ꮡᅾする

ことから，2010 年，2012 年，2015 年がᖹ均的ホ౯，2013 年が高ホ౯，そして 2011 年と

2014 年が，ホ౯がపかったといえそうである。各々の年の企画は，2010 年から 2012 年ま

でが学の先進事例を学ࡪことを企図して，⚄ᡞ学，⇃本学，そしてᮾி学ⱁ学か

らࢤストスピー࢝ーをᣍいたもの，2013 年がイク࣓ンに関するもの，そして 2014 年と 2015
年が民間企業の取り⤌ࡳを内ᐜとするものであった。 
 さて，以上のようなアンࢣートに♧された数್から今後の課㢟としてどのようなⅬがᣦ

できるであࢁうか。 
 まࡎఱよりも参加者数のၥ㢟である。2015 年は増加ഴྥを♧したとはいえ，2010 年のỈ

‽を㉸える状ἣにはなっておらࡎ，⤯対的にも相対的にもపい状ἣにある。≉にၥ㢟とᛮわ

れるのが教員の参加者数の⃭ῶである。そして⤫ィには♧していないが，相対的な男性の参

加⋡のపさである。これまでの企画においてᙉ調されているⅬに育児や介護に対する男性

の理解の㔜要性がある。したがって本学の男女共同参画の取⤌を進めていく上で，今後，ど

のように参加をಁしていくかがၥわれる。ゝすれば，たとえば子育てが⮬分⮬身にษ㏕し

た課㢟でなくとも，ᮍ来の父や母となりうる学生と関わりをᣢࡘ限り㔜要なၥ㢟として

⨨づけられるのである。どのようにすれば男女共同参画の取⤌ࡳに意識がྥかうのか，解Ỵ

法は⡆༢には見出せるはࡎもないが，さまざまなᥦを᳨ウしてࡳる必要がある。 
 参加者の増加を考えるうえで，当部会がまࡎ考え実行できることは，企画のᕤኵである。

前回のሗ࿌書でもᣦしたが，2013 年はࡦとࡘの㌿Ⅼであった。上㏙の企画内ᐜを見れ

ばわかるとおり，2013 年より前は学の男女共同参画の取⤌の紹介であった。ゝうなれ

ば，学という✵間に限定されたヰ㢟である。このような企画は学における男女共同参画

を推進する立場からすれば参加意⩏の見出しやすいものであるが，そうでなければ㨩力の

ஈしいものとᫎってしまう。したがってこの時期の参加者のࡦとࡘの≉性として男女共同

参画に対する理解度の高さが見出せる。しかし 2013 年のイク࣓ンၥ㢟は学内እをၥわࡎ

ὀ目されるၥ㢟であった。したがって᪥㡭あまり男女共同参画に意識をᣢたない参加者も

ចきࡘけるࢸー࣐であった。参加者数の増加こそなかったが，あらたなᒙの参加者をಁした

といえる。このഴྥは 2014 年以㝆の民間企業の取⤌ࡳの紹介にも見出せる。しかし，民間

企業の場合の「ࢲイバーࢸࢩの取⤌ࡳ」は多ᵝ性を経Ⴀ㈨※として生かすというどⅬがᙉ

調されるഴྥにあり，ある㠃で≉␗な議論にᫎってしまうྍ⬟性があり，またそこに参加者

との㱈㱒が発生する。これが 2014 年と 2015 年の参加者数とホ౯の㐪いを♧したのではな

いかと考えるのである。2014 年と 2015 年の㐪いというⅬでは，もうࡦとࡘ学内ᵓ成員に

よるሗ࿌の᭷↓があげられる。アンࢣートにおいてもこのⅬをホ౯する声があった。身近な

人がヰすということも参加者をចきࡘける要⣲となりうると考える。 
 以上のようなこれまでの経験と積をࡩまえて，ḟ年度以㝆の教職員ࢭミࢼーがより本

学ᵓ成員のニーࢬに༶した㨩力的なものとなり，多くの参加者が男女共同参画にࡘいて考

えるよりⰋい場となるよう，いっそうの内ᐜの充実を求めていかなければならない。 
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ᅗϫ㸫�㸫շ� 男女共同参画ྲྀࡢ⤌にᑐࡍる⌮ゎᗘ 

 
 図ϫ㸫1㸫շより男女共同参画の取⤌ࡳに関する理解度をࡳると，2012 年まではおよそ

参加者の 80％前後が「▱っている」というᒙであったが，2013 年には「▱っている」のᒙ

よりも「なんとなく▱っている」と「▱らない」というᒙがおよそ 50％を㉸える状ἣとな

っている。以後も「▱らない」というᒙの比⋡が増加ഴྥにある。これは学生の参加比⋡の

増加に関ಀしていると推ᐹされる。そして「なんとなく▱っている」というᒙが男女共同参

画にࡘいて少し学んでࡳようとするഴྥがあるのではないかと考える。 
 

 
ᅗϫ㸫�㸫ո� 画ࡢホ౯ 

 
 では最後に企画のホ౯にࡘいてࡳておこう。これによれば「たいん᭷用であった」が

80％を㉸えた 2013 年と最పであった 2011 年を㝖けば，「たいん᭷用であった」と「᭷用

であった」が 40㹼50％⛬度で同Ỉ‽にあるというのがᖹ均的な状ἣである。しかし「᭷用
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 「キャリアデࢨイン」は教㣴基♏科目として開講されている。講⩏ᢸ当者は，本学キャ

リア支援ࢭンࢱーのࢭンࢱー長を務める⏣ᓮᝋ子≉௵准教授である。2014 年度は，「キャ

リアデࢨインϨ・ϩ・Ϫ・ϫ」に分けて，␗なる内ᐜで開講され（キャリアデࢨインϫは

インࢱーンࢩッࣉయ験をྵむ㞟中講⩏），2015 年度は，「キャリアデࢨイン」の講⩏ྡで複

数（前期・後期㸰ࡘࡎ࣐ࢥ）開講された。 
2015 年のࢩラバスでは， 

・「キャリア」「キャリアデࢨイン」の意を⮬分のゝⴥでㄝ᫂できる。 
・多ᵝな౯್ほやᵝ々な働き方を理解する。 
・⮬分の౯್ほ・人生ほ，≉ᚩ・ಶ性を考え，受けᐜれることができる。 
・社会環境と人のࡘながりを理解し，⮬分のキャリアをデࢨインする力を身にࡘける。 
・社会で必要とされるయ性などの社会人基♏力をྥ上させることができる。 
・学校現場で実施されるキャリア教育の意⩏と必要性をㄝ᫂できる。 
の 6 Ⅼが฿㐩目ᶆとされている。2014 年度のࢩラバスでは，キャリアデࢨインϨにおい

て，「「キャリア」「キャリアデࢨイン」の意が理解できる。多ᵝな౯್ほやᵝ々な働き方

を理解する。⮬分を受けᐜれ，周りの人たちや社会環境とのࡘながりを理解してキャリア

をデࢨインできる。⮬分の人生をษりᣅくために必要な力や▱識を身にࡘける。」の 4 Ⅼが

目ᶆとされた。 
 この 2015 年「キャリアデࢨイン」，2014 年「キャリアデࢨインϨ」の一部では，上記の

฿㐩目ᶆとも関㐃づけながら， 1 時限分（90 分）を男女共同参画に関する講⩏として 2011
年度から部会࣓ンバーがᢸ当している。2014 年度は，前期Ỉ᭙ 2 限・後期ⅆ᭙ 2 限の「キ

ャリアデࢨインϨ」において，2015 年度は，前期ⅆ᭙ 3 限・Ỉ᭙ 2 限の「キャリアデࢨイ

ン」において，いࡎれも 1 時限分をᢸ当した。ලయ的な内ᐜはḟのとおりである。 
 
����ۑ ᖺᗘ๓ᮇ�  Ϩࣥࢨࢹࣜࣕ࢟
ᢸᙜ᪥㸸2014 年 6 月 11 ᪥（Ỉ） 2 限 
ᢸᙜ⪅㸸小ᯇᏕ⮳（企画専門部会委員，学校教育講座 准教授） 
ᙜ᪥ཷࡢㅮ⪅ᩘ㸸117 ྡ（課㢟ᥦ出者） 
なෆᐜ㸸以ୗの内ᐜを，学生⮬身の内省を࣓モする課㢟をྵめて実施した。 
1㸬この講⩏の⫼ᬒである，㜰教育学での男女共同参画推進ᣦ㔪の制定，およࡧ㜰教

育学男女共同参画推進行動ィ画の内ᐜを⡆༢にㄝ᫂し，その一環としての講⩏である

ことをㄝ᫂した。 
2㸬はじめに，「⮬分がもし子育てをすることになったらᅔるとᛮうこと・Ᏻなこと」に

って，厚生労働省の㈨ᩱをࡄいて考える課㢟を行った。ḟに，子育てとキャリアをめࡘ

もとに，少子化の進行やᑵ業⋡のいわࡺる「M Ꮠ࢝ーࣈ」をㄝ᫂するとともに，近年経

῭発ᒎをࡳせた㡑国の少子化リスクを㢟材に，ಶ々の⮬ᕫ実現とともに「働きたい人が
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きちんと働ける」「生産性ྥ上」というほⅬからも男女共同参画が求められることをㄝ᫂

した。あわせて，男女共同参画が進んでいる企業の業⦼やᰴ౯などが高いỈ‽にあるこ

となどを，同じく厚生労働省の㈨ᩱからㄝ᫂した。 
3㸬上記 2.の課㢟で書いた内ᐜに対し，どんな支援が必要かを考える課㢟を行った上で，子

育てをめࡄって発㐩ᚰ理学◊✲でわかってきていることを「女性のうが男性より「よ

い」親か」「子どもを保育園に㡸けることのᝏᙳ㡪はあるか」などのࢸー࣐でㄝ᫂した。

そのうえで，父親の育児参加の必要性や職場の意識改革の必要性などをㄝ᫂した。最後

に，国立社会保㞀・人口ၥ㢟◊✲所の➨ 14 回出生動ྥ基本調査を用いて，男女で結婚相

手に求める現状にきな性ᕪがある現状を紹介した。 
 
ཷㅮ⏕ࡢឤ㸸受講生の記ධ内ᐜの中には，⮬らのၥ㢟意識や経験にἢって考えを進めて

いるものも見られた。たとえば「意識のᗈがりに地ᇦᕪがあるので（㜰と地方を比べれ

ば性ูᙺ割分ᢸは地方がⰍ⃰い），そういったᕪを正するためにどのようなことが必要だ

うか。」などである。講⩏の内ᐜを⫯定する意見（例「育児に対する支援を積ᴟ的に行うࢁ

ことが必要」「パートࢼーや周囲の理解が㔜要」）は多い。 
 
ᢸᙜ⪅ࡢឤ㸸上記のような感想がࡳられる一方，ၥ㢟を⮬らにかかわることとしてはᤊ

えていないことが分かる回⟅，講⩏の࣓ッࢭーࢪを༑分理解していないと感じられる回⟅

もࡳられた。また，時間㓄分を考៖して，受講生が考えを῝める時間を☜保することも課

㢟と考えられた。 
 
����ۑ ᖺᗘ๓ᮇ� �ϩࣥࢨࢹࣜࣕ࢟

ᢸᙜ᪥㸸2014 年 7 月 1 ᪥（ⅆ） 2 限 
ᢸᙜ⪅㸸ⰼᐙ ⸅Ặ（ࢤスト講ᖌ ሜᕷᙺ所長ᑑ社会部高齢施策推進課） 
ᙜ᪥ཷࡢㅮ⪅ᩘ㸸100 ྡ⛬度 
なෆᐜ㸸ゝㄒ⫈ぬኈで本学༞業生のⰼᐙ⸅Ặがࢤスト講ᖌとして教ቭに立った。ⰼᐙẶ

は本学を༞業後，専門学校に通って国ᐙ㈨᱁であるゝㄒ⫈ぬኈを取得し，現ᅾはሜᕷᙺ所

の長ᑑ社会部高齢施策推進課に務している。⬻༞中やㄆ▱などによりゝㄒ機⬟や⫈ぬ

に㞀がいのあるᝈ者のリࣅࣁリࢸーࣙࢩンにᦠわるか，地ᇦのグルーࣉ活動にも㈉⊩

している。 
 行政で働く理⏤にࡘいて「බ⾗⾨生という分野に⯆があったから」とヰすⰼᐙẶ。国

やᕷの関ಀ者と㐃ᦠすることですべての取り⤌ࡳがࡘながりをもち，ᕷ民බ正බᖹにࢧ

ーࣅスをᥦ供できることがその㨩力である。さらに専門職ならではのᙉࡳを，「ಶ々の例

にᛂじて，予後予 をえたලయ的なᣦᑟ，助ゝができること」とㄒった。 
 また，ሜᕷで働くഐら，ᖹ成 22 年に本学学㝔ᗣ科学専ᨷಟኈ課⛬をಟし，2014
年 4 月からは⚄ᡞ学学㝔保学◊✲科༤ኈ後期課⛬で学んでいる。「仕事との両立は

ኚですが，理論と実践の反復はキャリアの形成にࡘながります」と意ḧをㄒった 
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 「キャリアデࢨイン」は教㣴基♏科目として開講されている。講⩏ᢸ当者は，本学キャ

リア支援ࢭンࢱーのࢭンࢱー長を務める⏣ᓮᝋ子≉௵准教授である。2014 年度は，「キャ

リアデࢨインϨ・ϩ・Ϫ・ϫ」に分けて，␗なる内ᐜで開講され（キャリアデࢨインϫは

インࢱーンࢩッࣉయ験をྵむ㞟中講⩏），2015 年度は，「キャリアデࢨイン」の講⩏ྡで複

数（前期・後期㸰ࡘࡎ࣐ࢥ）開講された。 
2015 年のࢩラバスでは， 

・「キャリア」「キャリアデࢨイン」の意を⮬分のゝⴥでㄝ᫂できる。 
・多ᵝな౯್ほやᵝ々な働き方を理解する。 
・⮬分の౯್ほ・人生ほ，≉ᚩ・ಶ性を考え，受けᐜれることができる。 
・社会環境と人のࡘながりを理解し，⮬分のキャリアをデࢨインする力を身にࡘける。 
・社会で必要とされるయ性などの社会人基♏力をྥ上させることができる。 
・学校現場で実施されるキャリア教育の意⩏と必要性をㄝ᫂できる。 
の 6 Ⅼが฿㐩目ᶆとされている。2014 年度のࢩラバスでは，キャリアデࢨインϨにおい

て，「「キャリア」「キャリアデࢨイン」の意が理解できる。多ᵝな౯್ほやᵝ々な働き方

を理解する。⮬分を受けᐜれ，周りの人たちや社会環境とのࡘながりを理解してキャリア

をデࢨインできる。⮬分の人生をษりᣅくために必要な力や▱識を身にࡘける。」の 4 Ⅼが

目ᶆとされた。 
 この 2015 年「キャリアデࢨイン」，2014 年「キャリアデࢨインϨ」の一部では，上記の

฿㐩目ᶆとも関㐃づけながら， 1 時限分（90 分）を男女共同参画に関する講⩏として 2011
年度から部会࣓ンバーがᢸ当している。2014 年度は，前期Ỉ᭙ 2 限・後期ⅆ᭙ 2 限の「キ

ャリアデࢨインϨ」において，2015 年度は，前期ⅆ᭙ 3 限・Ỉ᭙ 2 限の「キャリアデࢨイ

ン」において，いࡎれも 1 時限分をᢸ当した。ලయ的な内ᐜはḟのとおりである。 
 
����ۑ ᖺᗘ๓ᮇ�  Ϩࣥࢨࢹࣜࣕ࢟
ᢸᙜ᪥㸸2014 年 6 月 11 ᪥（Ỉ） 2 限 
ᢸᙜ⪅㸸小ᯇᏕ⮳（企画専門部会委員，学校教育講座 准教授） 
ᙜ᪥ཷࡢㅮ⪅ᩘ㸸117 ྡ（課㢟ᥦ出者） 
なෆᐜ㸸以ୗの内ᐜを，学生⮬身の内省を࣓モする課㢟をྵめて実施した。 
1㸬この講⩏の⫼ᬒである，㜰教育学での男女共同参画推進ᣦ㔪の制定，およࡧ㜰教

育学男女共同参画推進行動ィ画の内ᐜを⡆༢にㄝ᫂し，その一環としての講⩏である

ことをㄝ᫂した。 
2㸬はじめに，「⮬分がもし子育てをすることになったらᅔるとᛮうこと・Ᏻなこと」に

って，厚生労働省の㈨ᩱをࡄいて考える課㢟を行った。ḟに，子育てとキャリアをめࡘ

もとに，少子化の進行やᑵ業⋡のいわࡺる「M Ꮠ࢝ーࣈ」をㄝ᫂するとともに，近年経

῭発ᒎをࡳせた㡑国の少子化リスクを㢟材に，ಶ々の⮬ᕫ実現とともに「働きたい人が
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 学生には「ࢳャンスを作り，活かすには，事前の‽備とᬑẁの信頼関ಀのᵓ⠏がษで

す。ࢱイミングを㏨さࡎ，相手のに㣕ࡧ㎸むຬẼをもってください」とアドバイスを㏦

った。 
 
ཷㅮ⏕ࡢឤ㸸学生がこの講₇を⫈き，「リࣅࣁリࢸーࣙࢩン専門職の進㊰を考えていた

ので，ᑗ来のᣦ㔪になりました」「行政の専門職に関ᚰがあったので，実際に仕事にᚑ事し

ている人のヰが⫈けて参考になりました」と⮬身のᑗ来ᙳ㡪を受けている学生も見られ

た。 

 
ⰼᐙ� ⸅Ặ�
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����ۑ ᖺᗘ๓ᮇ� �ࣥࢨࢹࣜࣕ࢟

ᢸᙜ᪥㸸2015 年 7 月 7 ᪥（ⅆ） 3 限 
ᢸᙜ⪅㸸小ᯇᏕ⮳（企画専門部会委員，学校教育講座 准教授） 
ᙜ᪥ཷࡢㅮ⪅ᩘ㸸93 ྡ（課㢟ᥦ出者） 
なෆᐜ㸸上記 2014 年「キャリアデࢨイン」と同ᵝの内ᐜを，学生⮬身の内省を࣓モする

課㢟をྵめて実施した。᪥㡑比㍑とともに，合ィ≉Ṧ出生⋡や女性のᑵ業⋡をḢ⡿・アࢪ

アのㅖእ国と比㍑するグラフを用いて国際比㍑を実施した。 
 
ཷㅮ⏕ࡢឤ㸸2014 年度に比べ，講⩏の進行を調整し，受講生の意見を記ධする時間を長

めにした。たとえば「（前␎）⚾たちの世௦では，男子と女子で立場が␗なるということは

少ないとはᛮいますが，⚾たちの親の世௦の 40㸫50 ௦では，男女のᙺ割分ᢸの考えが᰿

いているとᛮいます。（中␎）男性が子育てしやすい環境，女性が働きやすい環境が整えら

れていけば，少子化という῝้なၥ㢟の解Ỵにࡘながるのではないか。」などの感想がࡳら

れた。 
 
ᢸᙜ⪅ࡢឤ㸸前年度と同ᵝ，受講生から，講⩏内ᐜを⫯定する意見は多くࡳられるが，

そこから一Ṍ先㋃ࡳ㎸む（例えば⮬分⮬身のᑗ来と関㐃づけて考える）ことが，なかな

か㞴しいことは改めて理解できた。（講⩏を全㠃的に受けධれないとしても）⮬分の生き

方・౯್ほを形成していく⥅⥆的な࣏ࢧートが必要とᛮわれた。 
 
����ۑ ᖺᗘᚋᮇ� �Ϩࣥࢨࢹࣜࣕ࢟

ᢸᙜ᪥㸸2014 年 12 月 16 ᪥ 2 限 
ᢸᙜ⪅㸸Ᏻ㐩ᬛ子（企画専門部会委員，人間科学講座 准教授） 
ᙜ᪥ཷࡢㅮ⪅ᩘ㸸70 ྡ⛬度 
����ۑ ᖺᗘ๓ᮇ� �ࣥࢨࢹࣜࣕ࢟

ᢸᙜ᪥㸸2015 年 6 月 24 ᪥（Ỉ）2 限 
ᢸᙜ⪅㸸Ᏻ㐩ᬛ子（企画専門部会委員，人間科学講座 准教授） 
ᙜ᪥ཷࡢㅮ⪅ᩘ㸸70 ྡ⛬度 
なෆᐜ㸸 「キャリア発㐩と࢙ࢪンࢲー㸸そのᚰ理学的࣓࢝ニ࣒ࢬ」の⾲㢟にて講⩏を行

った。ලయ的な内ᐜは，これまで行ってきたス࣏ット講⩏を㋃くするかたちの 3 部ᵓ成で

ある。授業開ጞ時に，“これは␗性のやることだ”というスࢸレࢱ࢜イࣉはఱᨾ⮬信をୗげる

のか？ 男女ᕪはどのようにして᰿くのか？ ␗性の㡿ᇦに㐺ᛂするためのᡓ␎として

ఱを身にࡘけるべきか？ という 3 のၥをᢞげかけた。その後にᚰ理学や社会学の理論ࡘ

や実験・調査デーࢱを用いて，࢙ࢪンࢲーにまࡘわるㅖၥ㢟にࡘいて論じた。 
 
ཷㅮ⏕ࡢឤ㸸࢙ࢪンࢲーというゝⴥは▱っていたが，⮬分⮬身にスࢸレࢱ࢜イࣉやᛮい

㎸ࡳがあることにはẼがいていなかった。職業に関するスࢸレࢱ࢜イࣉや೫見を↓くす
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 学生には「ࢳャンスを作り，活かすには，事前の‽備とᬑẁの信頼関ಀのᵓ⠏がษで

す。ࢱイミングを㏨さࡎ，相手のに㣕ࡧ㎸むຬẼをもってください」とアドバイスを㏦

った。 
 
ཷㅮ⏕ࡢឤ㸸学生がこの講₇を⫈き，「リࣅࣁリࢸーࣙࢩン専門職の進㊰を考えていた

ので，ᑗ来のᣦ㔪になりました」「行政の専門職に関ᚰがあったので，実際に仕事にᚑ事し

ている人のヰが⫈けて参考になりました」と⮬身のᑗ来ᙳ㡪を受けている学生も見られ

た。 

 
ⰼᐙ� ⸅Ặ�
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ことで，ಶ人の職業㑅ᢥのᖜがᗈがるとᛮう。それが当たり前だとᛮっていると，ၥを

ᢪくことなしに生活を㏦っているので教育のᙺ割は㔜要だとᛮう，などの感想が⫈かれた。  
 
ᢸᙜ⪅ࡢឤ㸸こちらがၥをᢞげかけることは，学生にとってはこれまで⮬᫂のこととし

てきた考え方や័⩦，意識や態度にࡘいて考するⰋい機会になるだࢁう。一方，授業で

得られるຠ果は限定的なものであるために，学生㐩の᪥々の生活のᵝ々な場㠃でẼづきや

考をಁすような働きかけがᮃまれる。  
 
����ۑ ᖺᗘᚋᮇ� �ࣥࢨࢹࣜࣕ࢟

ᢸᙜ᪥㸸2015 年 12 月 16 ᪥ 2 限 
ᢸᙜ⪅㸸ᯘ⣖௦⨾Ặ（ࢤスト講ᖌ 金ἑ学教育学部 准教授） 
ᙜ᪥ཷࡢㅮ⪅ᩘ㸸100 ྡ⛬度 
なෆᐜ㸸金ἑ学准教授のᯘ⣖௦⨾Ặ（Ỉ産地理学専門）が，「『まなࡪこと，はたらく

こと，ࡘながること』からࡳえる人，社会」と㢟して教ቭに立った。 
 ᯘẶはዉⰋ教育学を༞業し，ி㒔の高等学校で㠀ᖖ講ᖌを務めたが，教ᖌの仕事

の⮬信をኻいかけていたときに学教員からの່めもあり，学㝔の進学をỴ意。本

学学㝔ಟኈ課⛬，ி㒔学学㝔༤ኈ後期課⛬を経て，ᅾ学中に金ἑ学教育学部の講

ᖌの࣏ストにᑵ௵し，現ᅾは地ᇦ㐀学㢮ᢸ当の准教授のᙺ職にいる。 
 学教員になって 9 年目，結婚・出産という人生の⠇目がゼれ，「仕事がᛁしく，◊✲に

もὀ力したい，でも，いま子どもとྥき合わなかったらいྥࡘき合うのか？」とのᛮいか

ら，同のኵとともに育児休業を取得した。復職後も，学生による子Ᏺ㝲や学制度の活

用により，教員と育児を両立させた。「学生たちにとっても子育てがどういうものかを間近

でほᐹしてもらう機会にもなります。社会全యで子どもを育む関ᚰをႏ㉳するために，育

児の『見える化』も必要なのではないかとᛮいます」とㄒった。 
 最後にᯘẶは，教員をめざす学生にྥけて「子どもたちにとって教員は一␒身近な人

で，そのゝ動を▱らࡎ▱らࡎのうちに学んでいることもあります。ど野をᗈげて，引き出

しをたくさん増やし，子どもたちのお手本になるような教ᖌをめざしてください」と࢚ー

ルを㏦った。 
 
ཷㅮ⏕ࡢឤ㸸出ᖍした学生からは「働く母親が仕事と育児のバランスにᝎまないよう，

もっと社会全యでの支援య制が必要だと感じた」「もし教の先生に子どもが生まれたら，

わたしも子育てに༠力して支えたい」などの感想がᐤせられた。 
 

－55－─ 55 ─ ─ 56 ─



   
ᯘ⣖௦⨾Ặ�

�

㸰㸧࣮ࢲ࢙ࣥࢪとࢸࣜࣗࢩࢡࢭ 
は教㣴基♏科目として開講されている。2014「ࢸュアリࢩクࢭーとࢲン࢙ࢪ」 年度は

᯽ཎキャンパスで後期 1 ーの⚄ᮧࢱンࢭー長の᳃ 実教授と同ࢱンࢭ✲◊を教職教育࣐ࢥ

᪩⧊准教授（2015 年度から㐃合教職実践◊✲科所ᒓ）がᢸ当，2015 年度は᯽ཎキャンパス

で後期 2 を⚄ᮧ准教授が，天⋤ᑎキャンパス（➨部）で前期࣐ࢥ 1 を᳃教授と⚄ᮧ࣐ࢥ

准教授がᢸ当した。 
2014 年度のࢩラバスでは， 

・基♏的なᴫᛕを▱るとともに，࢙ࢪンࢲーࢭンࣈࢸࢩな考え方を学࢙ࢪ，ࡧンࢲーの

どⅬから世⏺をᤊえなおすことができる。 
・性ᭀ力（ࢭクࢩュアルࣁラス࣓ント，DV 等）にࡘいて理解し，加ᐖ者にも⿕ᐖ者にもな

らないために，性ᭀ力をチさない感性，態度を身にࡘける。 
ラン（生ࣉいて考え，⮬らのキャリアࡘスト雇用機会均等法世௦の生き方・働き方に࣏・

き方・働き方）を᳨ウすることができる。 
・上記にࡘいて，学校における男女ᖹ等教育のどⅬから考えることができる。 
の 4 Ⅼが฿㐩目ᶆとされ，2015 年度のࢩラバスでは，これらに加え「LGBT（ࢭクࢩュ

アル・࣐イࣀリࢸ）にࡘいて学ࡧ，多ᵝな性のあり方と࢝ミングア࢘トの意にࡘいて

理解する。」が加わった。 
この 2 年間ではィ 5 スト講ᖌがᢸ当した。ලయ的なࢤࡧを企画専門部会࣓ンバーཬ࣐ࢥ

内ᐜはḟのとおりである。 
 
����ۑ ᖺᗘᚋᮇ�  ࢸࣜࣗࢩࢡࢭと࣮ࢲ࢙ࣥࢪ
ᢸᙜ᪥㸸2014 年 11 月 26 ᪥（Ỉ） 2 限（月᭙授業᭰᪥） 
ᢸᙜ⪅㸸上⏣⿱⨾（企画専門部会委員，教職教育◊✲ࢭンࢱー 准教授） 
ᙜ᪥ཷࡢㅮ⪅ᩘ㸸150 ྡ⛬度 
なෆᐜ㸸授業前༙部分では㜰教育学の男女共同参画に関する取り⤌ࡳにࡘいて紹介

した。後༙部分では，「ド࣓スࢸックバイ࢜レンス（DV）」のၥ㢟を取り上げ講⩏した。

また，内閣府男女行動参画ᒁによるⱝ年ᒙを対㇟にした際相手からのᭀ力㜵Ṇに関する
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ことで，ಶ人の職業㑅ᢥのᖜがᗈがるとᛮう。それが当たり前だとᛮっていると，ၥを

ᢪくことなしに生活を㏦っているので教育のᙺ割は㔜要だとᛮう，などの感想が⫈かれた。  
 
ᢸᙜ⪅ࡢឤ㸸こちらがၥをᢞげかけることは，学生にとってはこれまで⮬᫂のこととし

てきた考え方や័⩦，意識や態度にࡘいて考するⰋい機会になるだࢁう。一方，授業で

得られるຠ果は限定的なものであるために，学生㐩の᪥々の生活のᵝ々な場㠃でẼづきや

考をಁすような働きかけがᮃまれる。  
 
����ۑ ᖺᗘᚋᮇ� �ࣥࢨࢹࣜࣕ࢟

ᢸᙜ᪥㸸2015 年 12 月 16 ᪥ 2 限 
ᢸᙜ⪅㸸ᯘ⣖௦⨾Ặ（ࢤスト講ᖌ 金ἑ学教育学部 准教授） 
ᙜ᪥ཷࡢㅮ⪅ᩘ㸸100 ྡ⛬度 
なෆᐜ㸸金ἑ学准教授のᯘ⣖௦⨾Ặ（Ỉ産地理学専門）が，「『まなࡪこと，はたらく

こと，ࡘながること』からࡳえる人，社会」と㢟して教ቭに立った。 
 ᯘẶはዉⰋ教育学を༞業し，ி㒔の高等学校で㠀ᖖ講ᖌを務めたが，教ᖌの仕事

の⮬信をኻいかけていたときに学教員からの່めもあり，学㝔の進学をỴ意。本

学学㝔ಟኈ課⛬，ி㒔学学㝔༤ኈ後期課⛬を経て，ᅾ学中に金ἑ学教育学部の講

ᖌの࣏ストにᑵ௵し，現ᅾは地ᇦ㐀学㢮ᢸ当の准教授のᙺ職にいる。 
 学教員になって 9 年目，結婚・出産という人生の⠇目がゼれ，「仕事がᛁしく，◊✲に

もὀ力したい，でも，いま子どもとྥき合わなかったらいྥࡘき合うのか？」とのᛮいか

ら，同のኵとともに育児休業を取得した。復職後も，学生による子Ᏺ㝲や学制度の活

用により，教員と育児を両立させた。「学生たちにとっても子育てがどういうものかを間近

でほᐹしてもらう機会にもなります。社会全యで子どもを育む関ᚰをႏ㉳するために，育

児の『見える化』も必要なのではないかとᛮいます」とㄒった。 
 最後にᯘẶは，教員をめざす学生にྥけて「子どもたちにとって教員は一␒身近な人

で，そのゝ動を▱らࡎ▱らࡎのうちに学んでいることもあります。ど野をᗈげて，引き出

しをたくさん増やし，子どもたちのお手本になるような教ᖌをめざしてください」と࢚ー

ルを㏦った。 
 
ཷㅮ⏕ࡢឤ㸸出ᖍした学生からは「働く母親が仕事と育児のバランスにᝎまないよう，

もっと社会全యでの支援య制が必要だと感じた」「もし教の先生に子どもが生まれたら，

わたしも子育てに༠力して支えたい」などの感想がᐤせられた。 
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予㜵ၨ発教材を用いて，よりよい人間関ಀを考えるためのグルーࣉワークを行った。 
 
ཷㅮ⏕ࡢឤ㸸「㜰教育学が男女共同参画に関してⰍ々なことを行っていることをึめ

て▱った」「⮬分⮬身のことを考える機会になった」などの感想が得られた。 
 
����ۑ ᖺᗘᚋᮇ� �ࢸࣜࣗࢩࢡࢭと࣮ࢲ࢙ࣥࢪ

ᤵᴗ᪥㸸2014 年 12 月 15 ᪥（月） 2 限 
ᢸᙜ⪅㸸ᮡ山ᩥ野Ặ（ࢤスト講ᖌ LGBT 活動ᐙ，NPO 法人ࣁートをࡘなࡈう学校௦⾲） 
ᙜ᪥ཷࡢㅮ⪅ᩘ㸸152 ྡ 
なෆᐜ㸸世⏺で 5.2%（当時）の割合でᏑᅾするとされている LGBT にࡘいての基♏▱識

や社会的な理解が進ࡘࡘࡳある現状にࡘいて㏙べ，性同一性㞀ᐖである⮬らが，男性と意

識するᚰと女性とኚ化する身యとの一⮴にⱞしࡳながら成長してきた㐣⛬を紹介した。

「フ࢙ンࢩングとの出会いにより一時の㎞さ，ⱞしさも人生における成長の⣊になった。

 。出すかがษである。」と⥾めくくったࡳレックスをいかに受けṆめ，ḟの一Ṍを㋃ࣉンࢥ
 
㸨LGBT 女性同性ឡ者，男性同性ឡ者，両性ឡ者およࡧトランス࢙ࢪンࢲーの㢌ᩥᏐをと

ったࢭクࢩュアル࣐イࣀリࢸの⥲⛠ 

 

ᮡᒣᩥ㔝Ặ 
�

����ۑ ᖺᗘᚋᮇ�  ࢸࣜࣗࢩࢡࢭと࣮ࢲ࢙ࣥࢪ
ᢸᙜ᪥㸸2015 年 11 月 30 ᪥ 2 限 
ᢸᙜ⪅㸸上⏣⿱⨾（企画専門部会委員，教職教育◊✲ࢭンࢱー 准教授） 
ᙜ᪥ཷࡢㅮ⪅ᩘ㸸40 ྡ⛬度 
なෆᐜ㸸昨年度に引き⥆き，「ド࣓スࢸックバイ࢜レンス（DV），デート DV」をࢸー

に講⩏を行った。授業前༙では，DV࣐ とはఱか，㓄അ者からのᭀ力の㜵Ṇཬࡧ⿕ᐖ者の保

護に関する法ᚊにࡘいて，児童待と DV，このၥ㢟に対して学校教員ができること・なす

べき対ᛂ，などにࡘいて解ㄝした。授業後༙においては，昨年度と同ᵝに，際相手から

のᭀ力㜵Ṇのための予㜵ၨ発教材を用いてグルーࣉワークを行った。 
 

－57－─ 57 ─ ─ 58 ─



ཷㅮ⏕ࡢឤ㸸「グルーࣉワークでは࣓ンバーの౯್ほと⮬分との㐪いをたくさん▱る事が

できてⰋかった」「人間関ಀでは相手をᛮいやることが㞴しさとษさを☜ㄆし，᎘な事

があった時には⮬分もはっきり No という意ᛮ⾲♧をすることがษだとᛮった」などの感

想を得た。 
 
ᢸᙜ⪅ࡢឤ㸸本学の男女共同参画の取り⤌ࡳにࡘいて授業で聞いてึめて▱ったという

学生も多く，このような機会に積ᴟ的にఏえることは㔜要であると感じた。 
 
����ۑ ᖺᗘᚋᮇ� �ࢸࣜࣗࢩࢡࢭと࣮ࢲ࢙ࣥࢪ

ᢸᙜ᪥㸸2016 年 1 月 4 ᪥（月），5 ᪥（ⅆ） 2 限 
ᢸᙜ⪅㸸小ᕝ㝯ྐẶ（ࢤスト講ᖌ 㜰府立⚟高等学校 教諭） 
ᙜ᪥ཷࡢㅮ⪅ᩘ㸸ィ 74 ྡ 
なෆᐜ㸸「ࢭクࢩュアル࣐イࣀリࢸの生ᚐ支援から学んだこと」と㢟し，小ᕝẶが関わ

ってきたࢭクࢩュアル࣐イࣀリࢸの生ᚐの࢚ピࢯードをえ，2 ᪥間にわたって学校現場

における支援య制の現状をㄒった。これまでにᇵった㜰の人ᶒ教育のཎ๎により，ࣈレ

ࡘに方㔪を立てることができたという小ᕝẶは「当事者生ᚐのẼᣢちにᐤりῧい，Ỵめࡎ

けࡎに本人の㑅ᢥを待ࡘጼໃがษ」と学生にアドバイスした。 
 
ཷㅮ⏕ࡢឤ㸸「教ᖌとして࢝ミングア࢘トされた際に，子どもの意見，Ẽᣢちを➨一にᑛ

㔜し，その上で人の当事者との出会いや学校，親との㐃ᦠを図って，ࢳー࣒で かくྥ

き合っていくことがษだとᛮった」「ᵝ々なၥ㢟をᢪえた生ᚐのᚰを㣴う力を教員はᣢっ

ているのだとᛮった」などの感想を得た。 
 

    
ᑠᕝ㝯ྐẶ� � �
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予㜵ၨ発教材を用いて，よりよい人間関ಀを考えるためのグルーࣉワークを行った。 
 
ཷㅮ⏕ࡢឤ㸸「㜰教育学が男女共同参画に関してⰍ々なことを行っていることをึめ

て▱った」「⮬分⮬身のことを考える機会になった」などの感想が得られた。 
 
����ۑ ᖺᗘᚋᮇ� �ࢸࣜࣗࢩࢡࢭと࣮ࢲ࢙ࣥࢪ

ᤵᴗ᪥㸸2014 年 12 月 15 ᪥（月） 2 限 
ᢸᙜ⪅㸸ᮡ山ᩥ野Ặ（ࢤスト講ᖌ LGBT 活動ᐙ，NPO 法人ࣁートをࡘなࡈう学校௦⾲） 
ᙜ᪥ཷࡢㅮ⪅ᩘ㸸152 ྡ 
なෆᐜ㸸世⏺で 5.2%（当時）の割合でᏑᅾするとされている LGBT にࡘいての基♏▱識

や社会的な理解が進ࡘࡘࡳある現状にࡘいて㏙べ，性同一性㞀ᐖである⮬らが，男性と意

識するᚰと女性とኚ化する身యとの一⮴にⱞしࡳながら成長してきた㐣⛬を紹介した。

「フ࢙ンࢩングとの出会いにより一時の㎞さ，ⱞしさも人生における成長の⣊になった。

 。出すかがษである。」と⥾めくくったࡳレックスをいかに受けṆめ，ḟの一Ṍを㋃ࣉンࢥ
 
㸨LGBT 女性同性ឡ者，男性同性ឡ者，両性ឡ者およࡧトランス࢙ࢪンࢲーの㢌ᩥᏐをと

ったࢭクࢩュアル࣐イࣀリࢸの⥲⛠ 

 

ᮡᒣᩥ㔝Ặ 
�

����ۑ ᖺᗘᚋᮇ�  ࢸࣜࣗࢩࢡࢭと࣮ࢲ࢙ࣥࢪ
ᢸᙜ᪥㸸2015 年 11 月 30 ᪥ 2 限 
ᢸᙜ⪅㸸上⏣⿱⨾（企画専門部会委員，教職教育◊✲ࢭンࢱー 准教授） 
ᙜ᪥ཷࡢㅮ⪅ᩘ㸸40 ྡ⛬度 
なෆᐜ㸸昨年度に引き⥆き，「ド࣓スࢸックバイ࢜レンス（DV），デート DV」をࢸー

に講⩏を行った。授業前༙では，DV࣐ とはఱか，㓄അ者からのᭀ力の㜵Ṇཬࡧ⿕ᐖ者の保

護に関する法ᚊにࡘいて，児童待と DV，このၥ㢟に対して学校教員ができること・なす

べき対ᛂ，などにࡘいて解ㄝした。授業後༙においては，昨年度と同ᵝに，際相手から

のᭀ力㜵Ṇのための予㜵ၨ発教材を用いてグルーࣉワークを行った。 
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ϫ㸫㸱� 男女共同参画ᩍᮦࢶࣥࢸࣥࢥసᡂ࣮࣡ࣉ࣮ࣝࢢ࣭ࢢࣥ࢟άືሗ࿌ 
 本学において男女共同参画を推進していくためには，それࡒれの教員が当ヱࢸー࣐をᢅ

った授業や働きかけを積ᴟ的に行っていくことがᮃまれる。本ワーキング・グルーࣉでは，

その際に活用できる教材を㞟・整理することを目的として活動を行ってきた。2015 年度

は，本部会の࣓ンバーが「࢙ࢪンࢲーとࢭクࢩュアリࢸ」ཬࡧ「キャリアデࢨイン」に

おいて実施してきたス࣏ット講⩏で用いた㈨ᩱを用いた教材の࣓インࢼࢸンスとアッࣉデ

イトを行った。 
 

㸯㸧ࢫࣥࢼࢸ࣓ࣥࡢࢶࣥࢸࣥࢥとࢺࢹࣉࢵ 
 2015 年度は，「子育てとキャリア（小ᯇᏕ⮳）」，「࢙ࢪンࢲーとࢭクࢩュアリࢸ㸯，

（上⏣⿱⨾）」，「࢙ࢪンࢲーとࢭクࢩュアリࢸ㸰（上⏣⿱⨾）」，「࢙ࢪンࢲーとࢭ

クࢩュアリࢸ㸱（上⏣⿱⨾）」，「キャリア発㐩と࢙ࢪンࢲー（Ᏻ㐩ᬛ子）」，「キャ

リアデࢨインϨ（㕥ᮌ┿⏤子）」以上 6 ࣉンスとアッࢼࢸいて࣓インࡘにࢶンࢸンࢥのࡘ

デイトを行った。それࡒれのࢥンࢸンࢶにࡘいて，作成者，フイル形ᘧ，作成年，最⤊

᭦新年，用授業，課㢟（ワーク）の᭷↓，ᩥ⊩リストの᭷↓，そしてキーワードをリス

トアッࣉして INDEX 化したものを⾲ϫ㸫3㸫ձに♧す。 
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大阪教育大学男女共同参画教材コンテンツINDEX

コンテンツ番号 1 2 3 4 5 6

名称 「子育てとキャリア」
「ジェンダーとセクシュ
アリティー1」

「ジェンダーとセクシュ
アリティー2」

「ジェンダーとセクシュ
アリティー3」

「キャリア発達とジェン
ダーその心理学的メカ
ニズム」

「キャリアデザインⅠ」

作成者 小松　孝至 上田　裕美 上田　裕美 上田　裕美 安達　智子 鈴木真由子

ファイル形式 power point ×24枚 word ×5頁 word ×4頁 word ×3頁 power point ×2４枚 power point ×8枚

pdf ×4頁（関連資料） Excel ×2頁（質問紙／集計表）

Word ×1頁（設問）

作成年 2012年 2012年 2013年 2013年 2013年 2013年

最終更新・確認年 2015年 2015年 2015年 2015年 2015年 2015年

使用授業 キャリアデザイン ジェンダーとセクシュアリティー ジェンダーとセクシュアリティー ジェンダーとセクシュアリティー キャリアデザイン キャリアデザインⅠ

課題（ワーク） 〇 ― 〇 ― 〇 〇

文献リスト ― 〇 ― ― ― ―

大阪教育大学の現状 性・ジェンダーの定義 セクシュアルハラスメント 男女間の暴力 ステレオタイプ ジェンダーの定義と問題点

育児 性と発達 　－定義 ドメスティック・バイオレンス（DV） 自己効力 男女共同参画社会の定義

出生率 性行動 　－分類 配偶者からの暴力 性別とジェンダーの定義 職場・労働における男女共同参画

女性の仕事参加（M字型カーブ） 恋（愛） 　－影響 デートDV 性別ラベル 男女共同参画の実現に向けて

男性の家庭回帰 　－何故起こるのか 適応戦略

国際比較

キーワード

 
 
㸰㸧ࡢࢶࣥࢸࣥࢥ⏝と㏣ຍついて 
� 㞟した教材ࢥンࢸンࢶは，図ϫ㸫3㸫ձに♧すような「男女共同参画教材ࢥンࢸンࢶ」

フ࢛ルࢲのもとに INDEX とともに保Ꮡし学内で共᭷化している。用の際には，⮬⏤にಟ

正・加ᕤを加えてⰋいこととする。ただし，同教材は学内で行う授業のࡳで用しその

の目的の用は⚗じ，༳ๅやබหは行わないこととする。また，教材ࢥンࢸンࢶの作成
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者は，必要にᛂじてࢥンࢸンࢶ内ᐜのಟ正や㏣加を行う。さらに，ࢥンࢸンࢶは㝶時㏣加

を行いながらᖜᗈい㡿ᇦにおける▱見を活かした男女共同参画教材を目ᣦす。 
 

ᅗϫ㸫�㸫ձ� 㜰ᩍ⫱Ꮫ男女共同参画ᩍᮦࢶࣥࢸࣥࢥಖᏑࢲ࢛ࣝࣇ 

 
 
ϫ㸫㸲� 「ᩍ࣮ࣟࣝࣔࣝࢹ  సᡂ࣭㓄ᕸࡢ「����
 企画専門部会では，本学における男女共同参画を推進するための活動として教ロー

ルモデルパンフレットの作成を企画し，その実行のために，2013 年度に教ロールモデ

ル・ワーキンググルーࣉを⤌⧊した。 
 本学においては，多ᵝな◊✲分野にᦠわる教員が所ᒓしている中，分野によって男女比

に೫りがあることが，男女共同参画推進会議でもよくㄆ識されており，学内に周▱されて

きているとこࢁではあったが，そのような分野ࡈとの男女比の正は一➽⦖にはいかࡎ，

ᵝ々な取り⤌ࡳが必要であった。そこで，その取り⤌ࡳのࡦとࡘとして，男女共同参画の

どⅬをධれた教ロールモデルパンフレットの作成が企画された。 
 学では，≉に，理⣔女性◊✲者の数を増やすことを目的に，理⣔を目ᣦす女子学生

等ྥけに，各学に所ᒓする女性◊✲者を紹介するパンフレットが作成されているが，

学のロールモデルの多くは，理⣔女性◊✲者のロールモデルであり，そのようなロール

モデルは⥲合教育学である本学においてはなじまない。そこで，本ワーキンググルーࣉ

では，本学がᥦ♧するのにࡩさわしいロールモデルとはどのようなものか，本学にとって

᭷ຠなロールモデルとはどのようなものか，どのような㝵ᒙ，ᒓ性を対㇟としたパンフレ

ットとするのか，といったことを᳨ウし，以ୗのような内ᐜのパンフレット「教ロー

ルモデル 2014」を作成した。 
 
㸯）Ａ㸳∧，18 ࣌ーࢪの子య 
㸰）⾲⣬ࢱイトル「ክのかたち ᮍ来のかたち 教ロールモデル」 
㸱）子の㓄ᕸ対㇟は高校生 
㸲）高校生に進㊰㑅ᢥのど野（男女共同参画のどⅬをྵめて）をᗈげてもらうための本学

にࡩさわしいロールモデル㞟 
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ϫ㸫㸱� 男女共同参画ᩍᮦࢶࣥࢸࣥࢥసᡂ࣮࣡ࣉ࣮ࣝࢢ࣭ࢢࣥ࢟άືሗ࿌ 
 本学において男女共同参画を推進していくためには，それࡒれの教員が当ヱࢸー࣐をᢅ

った授業や働きかけを積ᴟ的に行っていくことがᮃまれる。本ワーキング・グルーࣉでは，

その際に活用できる教材を㞟・整理することを目的として活動を行ってきた。2015 年度

は，本部会の࣓ンバーが「࢙ࢪンࢲーとࢭクࢩュアリࢸ」ཬࡧ「キャリアデࢨイン」に

おいて実施してきたス࣏ット講⩏で用いた㈨ᩱを用いた教材の࣓インࢼࢸンスとアッࣉデ

イトを行った。 
 

㸯㸧ࢫࣥࢼࢸ࣓ࣥࡢࢶࣥࢸࣥࢥとࢺࢹࣉࢵ 
 2015 年度は，「子育てとキャリア（小ᯇᏕ⮳）」，「࢙ࢪンࢲーとࢭクࢩュアリࢸ㸯，

（上⏣⿱⨾）」，「࢙ࢪンࢲーとࢭクࢩュアリࢸ㸰（上⏣⿱⨾）」，「࢙ࢪンࢲーとࢭ

クࢩュアリࢸ㸱（上⏣⿱⨾）」，「キャリア発㐩と࢙ࢪンࢲー（Ᏻ㐩ᬛ子）」，「キャ

リアデࢨインϨ（㕥ᮌ┿⏤子）」以上 6 ࣉンスとアッࢼࢸいて࣓インࡘにࢶンࢸンࢥのࡘ

デイトを行った。それࡒれのࢥンࢸンࢶにࡘいて，作成者，フイル形ᘧ，作成年，最⤊

᭦新年，用授業，課㢟（ワーク）の᭷↓，ᩥ⊩リストの᭷↓，そしてキーワードをリス

トアッࣉして INDEX 化したものを⾲ϫ㸫3㸫ձに♧す。 
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大阪教育大学男女共同参画教材コンテンツINDEX

コンテンツ番号 1 2 3 4 5 6

名称 「子育てとキャリア」
「ジェンダーとセクシュ
アリティー1」

「ジェンダーとセクシュ
アリティー2」

「ジェンダーとセクシュ
アリティー3」

「キャリア発達とジェン
ダーその心理学的メカ
ニズム」

「キャリアデザインⅠ」

作成者 小松　孝至 上田　裕美 上田　裕美 上田　裕美 安達　智子 鈴木真由子

ファイル形式 power point ×24枚 word ×5頁 word ×4頁 word ×3頁 power point ×2４枚 power point ×8枚

pdf ×4頁（関連資料） Excel ×2頁（質問紙／集計表）

Word ×1頁（設問）

作成年 2012年 2012年 2013年 2013年 2013年 2013年

最終更新・確認年 2015年 2015年 2015年 2015年 2015年 2015年

使用授業 キャリアデザイン ジェンダーとセクシュアリティー ジェンダーとセクシュアリティー ジェンダーとセクシュアリティー キャリアデザイン キャリアデザインⅠ

課題（ワーク） 〇 ― 〇 ― 〇 〇

文献リスト ― 〇 ― ― ― ―

大阪教育大学の現状 性・ジェンダーの定義 セクシュアルハラスメント 男女間の暴力 ステレオタイプ ジェンダーの定義と問題点

育児 性と発達 　－定義 ドメスティック・バイオレンス（DV） 自己効力 男女共同参画社会の定義

出生率 性行動 　－分類 配偶者からの暴力 性別とジェンダーの定義 職場・労働における男女共同参画

女性の仕事参加（M字型カーブ） 恋（愛） 　－影響 デートDV 性別ラベル 男女共同参画の実現に向けて

男性の家庭回帰 　－何故起こるのか 適応戦略

国際比較

キーワード

 
 
㸰㸧ࡢࢶࣥࢸࣥࢥ⏝と㏣ຍついて 
� 㞟した教材ࢥンࢸンࢶは，図ϫ㸫3㸫ձに♧すような「男女共同参画教材ࢥンࢸンࢶ」

フ࢛ルࢲのもとに INDEX とともに保Ꮡし学内で共᭷化している。用の際には，⮬⏤にಟ

正・加ᕤを加えてⰋいこととする。ただし，同教材は学内で行う授業のࡳで用しその

の目的の用は⚗じ，༳ๅやබหは行わないこととする。また，教材ࢥンࢸンࢶの作成
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㸳）モデルは以ୗのィ㸴ྡ（所ᒓཬࡧ職ྡ等は発行当時） 
 ・教員㣴成課⛬理科教育講座教授㸸▼ᕝ⪽子Ặ 
 ・教㣴学科ス࣏ーࢶ講座准教授㸸生⏣ὈᚿẶ 
 ・教㣴学科⮬↛◊✲講座准教授㸸㝧子Ặ 
 ・⟶理部㈈務課㈈務ಀ職員㸸➲❶ᘯẶ 
 ・⟶理部⥲務企画課教員㣴成課⛬支援ಀ職員㸸中ཎ㯞実Ặ 
 ・学㝔教育学◊✲科実践学校教育専ᨷ㸰回生㸸ᇼ本┿先Ặ 
㸴）各モデルが以ୗの㉁ၥに回⟅する形ᘧ 
 ・どんな◊✲・仕事をされていますか？ 
 ・◊✲者・本学の事務職員になࢁうとᛮったきっかけ，学㝔進学しようとᛮったきっ

かけはఱですか？それは「いࡘ」どのようなことでですか？ 
 ・◊✲生活・仕事・学㝔生活の中でのやりがいはどのようなことですか？ 
 ・どんな高校生活・学生活を㏦りましたか？ 
 ・働きながら学㝔で学ࡪのはኚではないですか？ 
 ・これから学進学する高校生のࡳなさんの࣓ッࢭーࢪ 
 
 「教ロールモデル 2014」は 2014 年㸵月に発行され，2014 年度ཬࡧ 2015 年度の本

学࢜ーࣉンキャンパスにおいて㓄ᕸされた。 
 ༳ๅされた「教ロールモデル 2014」はすでにᅾᗜがษれており，現ᅾ，⥆⦅として

「教ロールモデル 2016」の作成を᳨ウしているとこࢁである。 
 

 
ᩍ࣮ࣟࣝࣔࣝࢹ �����

�

ϫ㸫㸳�  タᐃࡢ᥎㐍ᙉ᭶㛫ࢫࣥࣛࣂࣇࣛࢡ࣮࣡
政府より，ኟの生活スࢱイルをኚ革する新たな国民㐠動（「ኟの生活スࢱイルኚ革（ࡺ

う活）」）をᒎ開するとの方㔪が♧されたことを受け，本学においても，2015 年 7 月ཬࡧ

8 月をワークライフバランス推進ᙉ化月間と設定し，ྑ記の取り⤌ࡳを実施した。 
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�  㜰ᩍ⫱Ꮫにࡅ࠾る「࣮࣡ࢫࣥࣛࣂࣇࣛࢡ᥎㐍ᙉ᭶㛫」ࡢタᐃについて�
� � � � � � � 㹼ᅜẸ㐠ື「ኟࡢ⏕άࣝࢱࢫኚ㠉」ࡳ⤌ࡾྲྀࡢ㹼�
 
 㜰教育学における国民㐠動「ኟの生活スࢱイルኚ革」の取り⤌ࡳにࡘいては，「ワ 
ークライフバランス推進ᙉ化月間」と⨨づけ実施するものとし，ᖹ成 27 年度は以ୗの 
とおり取り⤌ࡳを行います。 
 
㸯 期間  
 ᖹ成 27 年 7 月，8 月 
 
㸰 実施内ᐜ 
（㸯）定時㏥の取り⤌ࡳᙉ化（㐌㸰᪥実施） 
  ᖹ成 24 年度以㝆，事務ᒁにおいてはỈ᭙᪥を定時㏥᪥としてワークライフバラン 
 スの実現，事務のຠ⋡化ཬࡧ㉸㐣務の⦰ῶに取り⤌んでいるとこࢁです。 
  期間中は，各部課室において，さらにの᭙᪥に定時㏥᪥を設けることとします。 
 なお，定時㏥の実施は，業務に支㞀のない⠊囲で取り⤌むものとします。 
 
（㸰）定時㏥᪥の一ᩧ消ⅉのບ行 
  定時㏥᪥の当᪥は，18 時までの消ⅉをບ行するなど定時㏥の実ຠ性を高める取 
 り⤌ࡳを୪行して実施します。 
   
（㸱）業務๐ῶの取り⤌ࡳᙉ化 
  今年度実施することとしている業務๐ῶの取り⤌ࡳにࡘいて，この期間に㞟中的に᳨ 
 ウ・実施します。 
 
（㸲）会議等設定時้の㓄៖の実施 
  期間中，会議等の設定にあたっては，定時㏥や᪩ᮅ出などの取り⤌ࡳに㓄៖して 
 ください。 
 
（㸳）᪩ᮅ出の実施 
  各部課室の一部のᖖ職員において，᪩ᮅ出（務時間開ጞ時้ཬࡧ⤊時้を᪩ 
 め開ጞ時้を 7 時 30 分以㝆に設定）を実施し，᪩ᮅ出者にはཎ๎㉸㐣務を行わせ 
 ないものとします。 
  なお，᪩ᮅ出は，業務に支㞀のない⠊囲で行うものであり，❆口時間や休᠁時間を 
 ኚ᭦することなく，またの職員の㈇ᢸが増すことのないよう実施することとします 
 ので，ᕼᮃがあっても全ての職員に㐺用できるものではなく，課室で数人など限定的に 
 実施することとしてください。 
 
㸱 その  
（㸯）㸰の取り⤌ࡳは，教員のⓙᵝのࡈ理解ࡈ༠力を得て事務ᒁを中ᚰに行うものですが， 
 教員のⓙᵝもࡈ㒔合のチす⠊囲で，実施期間をࡎらすなどして，ワークライフバランス 
 の実現に取り⤌んでください。 
 
（㸰）夜間務，ࢩフト制ཬࡧኟᏘが⦾ᛁ期である課室୪ࡧに㝃ᒓ学校の事務室などでは 
 業務に支㞀があるため᪩ᮅ務など一部の取り⤌ࡳにࡘいては実施がྍ⬟ཪはᅔ㞴な 
 ものもありますがྍ⬟な⠊囲で㐺ᐅᕤኵしてワークライフバランスの実現に取り⤌んで 
 ください。 
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㸳）モデルは以ୗのィ㸴ྡ（所ᒓཬࡧ職ྡ等は発行当時） 
 ・教員㣴成課⛬理科教育講座教授㸸▼ᕝ⪽子Ặ 
 ・教㣴学科ス࣏ーࢶ講座准教授㸸生⏣ὈᚿẶ 
 ・教㣴学科⮬↛◊✲講座准教授㸸㝧子Ặ 
 ・⟶理部㈈務課㈈務ಀ職員㸸➲❶ᘯẶ 
 ・⟶理部⥲務企画課教員㣴成課⛬支援ಀ職員㸸中ཎ㯞実Ặ 
 ・学㝔教育学◊✲科実践学校教育専ᨷ㸰回生㸸ᇼ本┿先Ặ 
㸴）各モデルが以ୗの㉁ၥに回⟅する形ᘧ 
 ・どんな◊✲・仕事をされていますか？ 
 ・◊✲者・本学の事務職員になࢁうとᛮったきっかけ，学㝔進学しようとᛮったきっ

かけはఱですか？それは「いࡘ」どのようなことでですか？ 
 ・◊✲生活・仕事・学㝔生活の中でのやりがいはどのようなことですか？ 
 ・どんな高校生活・学生活を㏦りましたか？ 
 ・働きながら学㝔で学ࡪのはኚではないですか？ 
 ・これから学進学する高校生のࡳなさんの࣓ッࢭーࢪ 
 
 「教ロールモデル 2014」は 2014 年㸵月に発行され，2014 年度ཬࡧ 2015 年度の本

学࢜ーࣉンキャンパスにおいて㓄ᕸされた。 
 ༳ๅされた「教ロールモデル 2014」はすでにᅾᗜがษれており，現ᅾ，⥆⦅として

「教ロールモデル 2016」の作成を᳨ウしているとこࢁである。 
 

 
ᩍ࣮ࣟࣝࣔࣝࢹ �����

�

ϫ㸫㸳�  タᐃࡢ᥎㐍ᙉ᭶㛫ࢫࣥࣛࣂࣇࣛࢡ࣮࣡
政府より，ኟの生活スࢱイルをኚ革する新たな国民㐠動（「ኟの生活スࢱイルኚ革（ࡺ

う活）」）をᒎ開するとの方㔪が♧されたことを受け，本学においても，2015 年 7 月ཬࡧ

8 月をワークライフバランス推進ᙉ化月間と設定し，ྑ記の取り⤌ࡳを実施した。 
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ϫ㸫㸴� ◊✲ຓᡂᴗࡢᐇ 
男女共同参画推進会議では 2012 年度より࢙ࢪンࢲーのどⅬを取りධれた教育◊✲活動

をዡບする目的で，男女共同参画に関㐃した教育活動・◊✲活動ཬࡧ実践活動に対する助

成事業を行った。 
 
㸯㸧���� ᖺᗘ◊✲ຓᡂᴗ 
 2014 年度は，ู⣬ϫ㸫6㸫ձのとおりබເを実施し，ᛂເ数 7 ௳中 5 ௳が 2014 年 6 月

23 ᪥の男女共同参画推進会議におけるᑂ査， 7 月 7 ᪥のᙺ員༠議会におけるᑂ議を経て

᥇ᢥされた。 
 また，各活動結果ሗ࿌はู⣬ϫ㸫6㸫ղ㹼նのとおりである。 
 

 
 
 
㸰㸧���� ᖺᗘ◊✲ຓᡂᴗ 
� 2015 年度は，ู⣬ϫ㸫6㸫շのとおりබເを実施し，ᛂເ数 2 ௳中 2 ௳が 2015 年 7 月

5 ᪥の男女共同参画推進会議におけるᑂ査，7 月 6 ᪥のᙺ員༠議会におけるᑂ議を経て᥇

ᢥされた。 
 

 
 
 

区分 所属・職名 氏名 事業名 配分額

代表者 家政教育講座・准教授 小崎　恭弘

分担者・協力者 家政教育専攻・大学院１回生 増井　秀樹

代表者 家政教育講座・教授 鈴木　真由子

分担者・協力者 家政教育専攻・大学院１回生 杉村　千聖

代表者 健康生活科学講座・教授 碓田　智子

分担者・協力者 健康生活科学講座・教授 岡本　幾子

代表者 欧米言語文化講座・准教授 馬　暁華

分担者・協力者

代表者 学生サービス課・係長 別所　めぐみ

分担者・協力者
人事課・主任
学外協力者

九鬼　志郎
太平　満恵

800,000

家族を抱え夜間大学院で学ぶ社会人大学院生の就学
環境づくりに向けての調査研究

150,000

表Ⅳ－５－１  2014年度研究助成事業採択結果

父親の子育てを支える社会システムの検証
～父親の育児を支えるツールの分析から～

200,000

イクメン・イクボス養成プロジェクト
～くるみんマークをもつ学校を目指して

40,000

計

ジェンダーの視点から見るグローバル女性人材の育成：
日米中三国における男女共同参画の比較研究

230,000

大阪における「子育て支援ガイドブック」の提案 180,000

区分 所属・職名 氏名 事業名 配分額

代表者 家政教育講座・准教授 小崎　恭弘

分担者・協力者 家政教育専攻・大学院２回生 増井　秀樹

代表者 附属平野中学校・教諭 堀口　健太郎

分担者・協力者
附属平野中学校・副校長
附属平野中学校・教諭

山田　雅弘
高岸　康文

690,000

父親支援研究会の立ち上げとその活動
～我が国の父親支援発展を目指して～

計

400,000

表Ⅳ－５－２　2015年度研究助成事業採択結果

ワークショップを通して中学生が考える“性” 290,000
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2014 年度 㜰教育学男女共同参画推進助成のࡈ内（බເ） 
 
 男女共同参画推進会議では࠙ 㜰教育学 男女共同参画推進 行動ィ画㸲㸫教育・◊✲・
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男女共同参画᥎㐍ᴗ� ເ㞟せ㡿�
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㸱㸬ᛂເ対㇟ 
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㸴㸬ᑂ査 
 ᛂເされた事業は，男女共同参画推進会議によるᑂ査委員会において，本学の男女共同
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㸶㸬活動結果のሗ࿌・発⾲ 
 助成を受けたಶ人・グルーࣉ等は，年度ᮎに活動ሗ࿌（活動のᴫ要・成果）ཬࡧ会ィሗ
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2014 年度 㜰教育学男女共同参画推進事業 活動結果ሗ࿌ 
∗ぶࡢᏊ⫱てをᨭ࠼る♫᳨ࡢ࣒ࢸࢫࢩド㹼∗ぶࡢ⫱ඣをᨭ࠼るࡢ࣮ࣝࢶศᯒࡽ㹼�

（௦⾲者）    ᐙ政教育講座 准教授    小ᓮ ᜤᘯ�

（分ᢸ者・༠力者）ᐙ政教育専ᨷ 学㝔 � 回生 増 ⚽ᶞ 
1. ◊✲目的 
 1990 年の 1.57 ック以㝆，国をᣲげての少子化対策が取り⤌まれることとなった。しかし，わࣙࢩ

が国における少子化は改ၿのഴྥが見られࡎ，これまでの子育て支援の中ᚰ的な対㇟であった母親に

加えて，父親の子育て支援が㔜要どされることとなった。 
2001 年に閣議Ỵ定された「仕事と子育ての両立支援策の方㔪にࡘいて」の中で「父親の産休 5 ᪥間」

が♧されたことをきっかけとして，各⮬యにおいても父親支援が取り⤌まれることとなった。それ

らලయ的な父親支援の取り⤌ࡳとして，近年いくࡘかの新しい動きがࡳられるようになってきた。 
それが「父子手ᖒ」と「パパスクール」である。そこで，本◊✲ではこれらࡘの取り⤌ࡳにࡘいて

の調査を行った。ձ父子手ᖒに関する調査 ⮬యにおける父子手ᖒの現状を᫂らかにすると共に，

その活用の意⩏にࡘいて᳨ウする。ղパパスクールに関する調査 ⮬యや NPO 法人等が行ってい

るパパスクールの講座内ᐜを分ᯒし，講座内ᐜにどのようなഴྥがあるのか᫂らかにする。 
 

2. ◊✲方法 
ձ父子手ᖒに関する調査 
(1)全国∧調査㸸全国のᗈᇦ⮬యを対㇟とした㉁ၥ⣬調査を行った。調査期間は 2014 年 6㹼8 月，㓄

ᕸ数 47 部，᭷ຠ回⟅数 40 部，᭷ຠ回⟅⋡は 85.10％であった。 
(2)近␥ᅪ∧調査㸸近␥ᅪ内（㜰府・ி㒔府・රᗜ┴・ዉⰋ┴・ḷ山┴・㈡┴）の基♏⮬యを

対㇟とした㉁ၥ⣬調査を行った。調査期間は全国∧調査と同ᵝ，㓄ᕸ数 168 部，᭷ຠ回⟅数 111 部，

᭷ຠ回⟅⋡は 66.07％であった。 
なお，㉁ၥ⣬の作成に当たっては小ᓮ（2006）の「父子手ᖒにࡘいてのアンࢣート」を参考に，一

部改ኚを行った。 
ղパパスクールに関する調査 

パパスクール࣏ーࢱルࢧイト(http://papaschool.solare-h.com/index.php?school)に記載されている

パパスクール，NPO 法人フࢨーリングࢪャパンに調査౫頼をし，ᢕᥱしている(ᖹ成 26 年 12 月 28
᪥まで)パパスクールの講座内ᐜを分ᯒし，項目に分けて整理を行った。 
 全国 68 か所で行われているパパスクールを対㇟とした。期間は 2014 年 8 月㹼12 月である。調査

項目は，ྡ⛠，催，場所，開催回数，期間，ເ㞟人数，対㇟者，⥅⥆性である。またそれࡒれの講座

ྡと講ᖌྡそれらのලయ的な内ᐜに対をデーࢱとした。 
 
3. 結果ཬࡧ考ᐹ 
ձ父子手ᖒにࡘいて 
 ㉁ၥ⣬調査の結果，父子手ᖒの㓄ᕸを行っている⮬యはᗈᇦ⮬య・基♏⮬యともに⣙ 3 割⛬

度に留まり，父親の子育て支援に対する意識には⮬యࡈとにᕪが見られた。父子手ᖒの㓄ᕸを行っ

ていない理⏤として，共通して最も多かったのが「ูの方法で父親の子育て支援・ሗᥦ供を行って

いるため」という回⟅であった。父子手ᖒのㄆ▱度のపさやලయ的な㓄ᕸ・作成のᣦ㔪となるような

ものがないことから，ูの方法で父親の子育て支援・ሗᥦ供を行う⮬యが多くなったと考えられ

る。 
また，⮬యによって⊂⮬に作成された父子手ᖒは，内ᐜが㠀ᖖに充実したものが多いことが᫂ら

かになった。ᗈᇦ⮬య・基♏⮬యともに全య的にバランスの取れたものが多く，≉に子どもに関

する内ᐜを㔜どした⮬యが最も多い割合を༨めた。父子手ᖒのきな目的の一ࡘに父親の子育てに

対するᏳ感を取り㝖き，育児参画の意識の㔊成を図ることがあり，子どもに関する内ᐜを㔜どし
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たとᛮわれる。一方，母子ᗣ手ᖒとの相㐪Ⅼとして両親のパートࢼーࢩッࣉに関する内ᐜや WLB に

関する内ᐜが記載されていることがᣲげられる。ኵ፬が༠力して子育てを行うことをಁすためにこれ

らの内ᐜが記載されており，母子ᗣ手ᖒと比べて父子手ᖒの⮬⏤度が高いことが᫂らかとなった。 
父子手ᖒの活用に意⩏がある・いに意⩏があると回⟅した⮬యはᗈᇦ⮬య・基♏⮬యとも

に 9 割以上を༨めており，父親支援の᭷ຠな手ẁとしてᤊえていることが分かった。ලయ的には，父

親の育児参画に対する意識の㔊成，母親の育児㈇ᢸ㍍ῶ，パートࢼーや子どもとの関ಀを作る一助と

なるなどの回⟅があり，父子手ᖒがᵝ々なᙺ割を果たすࢶールであることが伺える。 
父子手ᖒは，᰿ᣐとなる法ᚊ等がᏑᅾしないことから，各⮬యに作成・㓄ᕸの᭷↓やその内ᐜが

委ࡡられ，内ᐜやその㉁にもᕪが生じている。母子ᗣ手ᖒのように法ᚊや政௧を制定し，全国的に

一定⛬度以上の㉁の父子手ᖒがᥦ供される環境を整備することが㔜要である。また，一部の⮬యで

㓄ᕸされている「親子ᗣ手ᖒ」のように，父親・母親を分けࡎに，ኵ፬が༠力して子育てを行うこと

ができるような形に改ၿしていく必要がある。 
現ᅾ，各⮬యによって父子手ᖒ以እにも父親支援の取り⤌ࡳが行われているが，⮬యの意識の

ᕪや，つᶍの㐪い，社会的に父親の子育てに対するㄆ識が㊊していることなどから，༑分な支援が

行われているとはゝい㞴い。少子化が進むわが国において父親支援は㠀ᖖに㔜要な意をᣢࡘもので

あり，今後，㎿㏿さをもって父親支援の取り⤌ࡳを行い，社会的な父親支援の意識，ㄆ識の㔊成が

ಁされることがᮃまれる。 
ղパパスクールにࡘいて 
 現ᅾᡃが国で実施されている 68 か所のパパスクールで行われている講座内ᐜを分ᯒした。それらの

結果から，すべてのパパスクールで父親としてのᚰᵓえをఏえる内ᐜが⤌ࡳ㎸まれていることが᫂ら

かとなった。これは，パパスクールにおいて一␒の目ᶆとして父親である⮬ぬをᣢたせるということ

を軸に⨨いているためであると考えられる。また，子育てに関する意識・▱識・ᢏ術に関する内ᐜと，

ኵ፬のパートࢼーࢩッࣉに関する内ᐜ，働き方に関する内ᐜの 3 項目が多数のパパスクールに⤌ࡳ㎸

まれていることが᫂らかとなった。父親と子どもがὶする内ᐜが⤌ࡳ㎸まれている場合もᏑᅾし，

イベントを共に経験・య験する中でࢥミュニࢣーࣙࢩンを῝めようとする意図も見られた。 
4. まとめ 
 2011 年にイク࣓ンࣈー࣒が社会でㄆ▱されるようになり，当時のὶ行ㄒなどとなった。「父親の育

児」というᴫᛕ⮬యはある⛬度社会においてㄆ▱され，定╔したように感ࡐられる。しかし実際の育

児においては，6 ṓᮍ‶の子どもᣢࡘ父親の育児時間は一᪥ᖹ均 39 分であり，同じ母親の 202 分を

ᖜにୗ回る。(ᖹ成 23 年度社会生活基本調査より)実に 1/5 ⛬度である。ゝⴥが先行しており，実態と

しては，父親の育児⮬యが社会で必ࡎしも，実施されているとはゝい㞴い㞴い状ἣである。 
そのような㠀ᖖにアンバランスな状ἣの改ၿ，また父親⮬身の意識のኚ化などを目ᣦし，行政や子

育て支援関ಀ者，また父親支援関ಀ者や当事者としての父親もᵝ々な活動を行うようになってきた。 
それらのලయ的な支援ࢶール・ࣉログラ࣒が，「父子手ᖒ」「パパスクール」という形になってࡳら

れるようになった。これらは新しい形での子育て支援であり，その中においても「父親」に≉化した

ものである。これまでの子育て支援が，どちらかというと母親支援のᵝ相をᣢって推進してきたこと

に対する，アンࢸࢳーࢮ的な意合いも見受けられる。また子育て支援が社会的な課㢟となり，少子

化対策がᡃが国における最㔜要課㢟として，⨨づけられる昨今において，子育て支援の⠊囲の拡充

という動きの中で新しいࢱーࢤットとして「父親」に↷‽が定められているともいえる。 
このような社会全యの動きの中で，子育て支援の新しい対㇟者として，また子育てのయとしての

父親の関ᚰは今後ますます高まっていくと考えられる。その場合の支援ࢶール・ࣉログラ࣒に関す

る◊✲や取り⤌ࡳは，ᡃが国においてはとんどなされておらࡎ，今回のこれらの◊✲の意⩏はኚ

にきいと考える。 
なお，本◊✲における父子手ᖒに関する◊✲は，2014 年度ᐙ政教育講座 4 年生⛅ྜྷ⨾ᕹの༞業◊✲

として取り⤌んだものである。 
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（௦⾲者）    ᐙ政教育講座 准教授    小ᓮ ᜤᘯ�

（分ᢸ者・༠力者）ᐙ政教育専ᨷ 学㝔 � 回生 増 ⚽ᶞ 
1. ◊✲目的 
 1990 年の 1.57 ック以㝆，国をᣲげての少子化対策が取り⤌まれることとなった。しかし，わࣙࢩ

が国における少子化は改ၿのഴྥが見られࡎ，これまでの子育て支援の中ᚰ的な対㇟であった母親に

加えて，父親の子育て支援が㔜要どされることとなった。 
2001 年に閣議Ỵ定された「仕事と子育ての両立支援策の方㔪にࡘいて」の中で「父親の産休 5 ᪥間」

が♧されたことをきっかけとして，各⮬యにおいても父親支援が取り⤌まれることとなった。それ

らලయ的な父親支援の取り⤌ࡳとして，近年いくࡘかの新しい動きがࡳられるようになってきた。 
それが「父子手ᖒ」と「パパスクール」である。そこで，本◊✲ではこれらࡘの取り⤌ࡳにࡘいて

の調査を行った。ձ父子手ᖒに関する調査 ⮬యにおける父子手ᖒの現状を᫂らかにすると共に，

その活用の意⩏にࡘいて᳨ウする。ղパパスクールに関する調査 ⮬యや NPO 法人等が行ってい

るパパスクールの講座内ᐜを分ᯒし，講座内ᐜにどのようなഴྥがあるのか᫂らかにする。 
 

2. ◊✲方法 
ձ父子手ᖒに関する調査 
(1)全国∧調査㸸全国のᗈᇦ⮬యを対㇟とした㉁ၥ⣬調査を行った。調査期間は 2014 年 6㹼8 月，㓄

ᕸ数 47 部，᭷ຠ回⟅数 40 部，᭷ຠ回⟅⋡は 85.10％であった。 
(2)近␥ᅪ∧調査㸸近␥ᅪ内（㜰府・ி㒔府・රᗜ┴・ዉⰋ┴・ḷ山┴・㈡┴）の基♏⮬యを

対㇟とした㉁ၥ⣬調査を行った。調査期間は全国∧調査と同ᵝ，㓄ᕸ数 168 部，᭷ຠ回⟅数 111 部，

᭷ຠ回⟅⋡は 66.07％であった。 
なお，㉁ၥ⣬の作成に当たっては小ᓮ（2006）の「父子手ᖒにࡘいてのアンࢣート」を参考に，一

部改ኚを行った。 
ղパパスクールに関する調査 

パパスクール࣏ーࢱルࢧイト(http://papaschool.solare-h.com/index.php?school)に記載されている

パパスクール，NPO 法人フࢨーリングࢪャパンに調査౫頼をし，ᢕᥱしている(ᖹ成 26 年 12 月 28
᪥まで)パパスクールの講座内ᐜを分ᯒし，項目に分けて整理を行った。 
 全国 68 か所で行われているパパスクールを対㇟とした。期間は 2014 年 8 月㹼12 月である。調査

項目は，ྡ⛠，催，場所，開催回数，期間，ເ㞟人数，対㇟者，⥅⥆性である。またそれࡒれの講座

ྡと講ᖌྡそれらのලయ的な内ᐜに対をデーࢱとした。 
 
3. 結果ཬࡧ考ᐹ 
ձ父子手ᖒにࡘいて 
 ㉁ၥ⣬調査の結果，父子手ᖒの㓄ᕸを行っている⮬యはᗈᇦ⮬య・基♏⮬యともに⣙ 3 割⛬

度に留まり，父親の子育て支援に対する意識には⮬యࡈとにᕪが見られた。父子手ᖒの㓄ᕸを行っ

ていない理⏤として，共通して最も多かったのが「ูの方法で父親の子育て支援・ሗᥦ供を行って

いるため」という回⟅であった。父子手ᖒのㄆ▱度のపさやලయ的な㓄ᕸ・作成のᣦ㔪となるような

ものがないことから，ูの方法で父親の子育て支援・ሗᥦ供を行う⮬యが多くなったと考えられ

る。 
また，⮬యによって⊂⮬に作成された父子手ᖒは，内ᐜが㠀ᖖに充実したものが多いことが᫂ら

かになった。ᗈᇦ⮬య・基♏⮬యともに全య的にバランスの取れたものが多く，≉に子どもに関

する内ᐜを㔜どした⮬యが最も多い割合を༨めた。父子手ᖒのきな目的の一ࡘに父親の子育てに

対するᏳ感を取り㝖き，育児参画の意識の㔊成を図ることがあり，子どもに関する内ᐜを㔜どし
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（௦⾲者）    ᐙ政教育講座 教授     㕥ᮌ ┿⏤子 
（分ᢸ者・༠力者）ᐙ政教育専ᨷ 学㝔 1 回生 ᮡᮧ ༓⪷ 

 
࠙目的ࠚ 

本事業では，㜰府ୗの⮬యが発行する「子育て支援࢞イドࣈック」にὀ目し，どのような内ᐜ

項目でᵓ成されているのか，その≉ᚩと課㢟をᢕᥱする。また，それらが高等学校ᐙᗞ科における学

⩦内ᐜと，どのような対ᛂ関ಀにあるのか᳨ウする。同時に，子育て中の親がどのようなሗを必要

としているのか，親になる前にどのような学⩦が必要であると考えているのかにࡘいてニーࢬをᢕᥱ

し，以上の結果を反ᫎさせた「子育て支援࢞イドࣈック」をヨ作・ホ౯する。 
 
 

࠙方法ࠚ 
1）⮬య発行の「子育て支援࢞イドࣈック」の㞟・分ᯒ，意見⫈取 

調査方法㸸・行政ᢸ当者の㟁ヰによるၥい合わせ・㈨ᩱᥦ供の౫頼 
イルを㞟（ᖹ成イトより㈨ᩱフࢧࣈ࢙࢘・ 26 年 9 月㹼11 月）  

2）高等学校ᐙᗞ科の教科書分ᯒ 
・高等学校『ᐙᗞ基♏』教科書全 6 社の「保育」「子育て」に関㐃する学⩦内ᐜの整理 
・子育て支援࢞イドࣈック との㘓内ᐜの比㍑ 

3）子育てに関㐃したሗに対するニーࢬ調査 
調査対㇟㸸子育て中の親 12 人 
調査方法㸸ಶ人・グルーࣉに対するࣄアリング調査 
調査時期㸸ᖹ成 26 年 9 月 
調査内ᐜ㸸子育て支援࢞イドࣈック用の᭷↓，育児中に用したሗ※ཬࡧそのⅬとḞⅬ，

親になる前に▱りたかったこと，高校生が学んでおくべきこと など 
4）「子育て支援࢞イドࣈック」のヨ作・ホ౯ 

・1）㹼3）の結果を反ᫎさせた，「子育て支援࢞イドࣈック」のヨ作 
・行政ᢸ当者（43 か所）ཬࣄࡧアリング༠力者（10 人）を対㇟にヨ作∧࢞イドࣈックの㒑㏦・ホ

౯の౫頼 
 
 

࠙結果・考ᐹࠚ 
1）㜰府ୗにおける「子育て支援࢞イドࣈック」の実態 

㜰府ୗの全 43 ᕷ⏫ᮧのうち，子形態での子育て支援࢞イドࣈックを発行している⮬యは

33 ᕷ⏫ᮧであった。࢞イドࣈックの作成にあたり，㘓内ᐜはにᕷ職員がỴ定しており，እ部

ᅋయに౫託している⮬యはなかった。 
行政ᢸ当者は，子形態による࢞イドࣈックの意⩏にࡘいて「インࢱーࢿット環境がなくても

ሗを得られ，手ඖに⨨いておくことができる」（12 ᕷ⏫ᮧ），「（全ᡞに㓄ᕸすることで）ᕷからの

働きかけができる」（4 ᕷ⏫ᮧ），「ሗ㔞が多い」（3 ᕷ⏫ᮧ），「今必要でなくても予備▱識として

▱っておくことができる」「スクロールの手間がなく見やすい」（それࡒれ 1 ᕷ⏫ᮧ）といった，ᕷ

民にとっての࣓リットをᣲげたか，「子を用いることでゼၥ時にㄝ᫂がしやすい」といった，

行政にとってのⅬに対するᣦもあった。 
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2）高等学校『ᐙᗞ基♏』における学⩦内ᐜと子育て支援࢞イドࣈックとの比㍑ 
 高等学校ᐙᗞ基♏の教科書全 6 社中 5 社以上に記載されていた学⩦内ᐜのうち，「予㜵᥋✀」，

「㞟ᅋ保育」，「遊ࡧにࡘいて」，「待・育児Ᏻ」，「㞀がいのある子ども」にࡘいては，ሗの多

ᐻはあるものの，㞟した子育て支援࢞イドࣈックのうち 7 割を㉸える子においてఱらかの記

載が☜ㄆできた。また，「からだ，ことば，⥴，社会性などの発㐩のめやす」，「ឡ╔」，「母乳と

人ᕤᰤ㣴，離乳㣗」，「基本的・社会的生活⩦័や子どもの生活リ࣒ࢬ」，「子どもの事ᨾ（予㜵・ཎ

ᅉ）」，「育児の男女共同」，「子どものᶒ᮲⣙」，「親のᙺ割」にࡘいては，1㹼3 割⛬度の࢞イドࣈ

ックに㘓されていた。 
 一方，「乳ᗂ児の⾰᭹」，「社会で子どもを育てるしくࡳづくり」，「出生⋡」，「世⏺の子どもの現

状」といった子育ての社会的ഃ㠃に関する学⩦内ᐜにࡘいて，記載されている࢞イドࣈックが☜ㄆ

できなかった。 
 また，教科書には掲載されていないが 7 割以上の࢞イドࣈックにされていた内ᐜは「ᗣデ᩿」，

「手当・助成」，「་⒪機関一ぴ」，「相ㄯ❆口一ぴ」などであった。これらの地ᇦにᐦ╔したಶู性

が高い生活ሗは，行政ࢧーࣅスとしてྍḞであると考えられた。 
 

3）子育て支援およࡧ子育て࢞イドࣈックに関するニーࢬ 
ックを用した対㇟者はࣈイド࢞アリング調査の結果，子育て支援ࣄ 4 分の 1 と少なかった。

地ᇦの࢞イドࣈックをࢧンࣉルとしてᥦ♧したとこࢁ，用経験の᭷↓に関わらࡎ㐣༙数が⫯定

的な反ᛂを♧した。その理⏤は「遊ࡧ場や親子で出かけることができる場所にࡘいてのሗが得ら

れるのがⰋい」（経験あり 3 人，なし 2 人）「リーフレットは⟶理できࡎバラバラになってしまった

ので（子形態がよい）」（経験なし 2 人）などである。また，⣬፹యのⅬとしては，「見やすい・

手ඖにあるからすࡄに見られる」（4 人），「ヲしいሗが得られる」（1 人）のか，「ᅔってからで

はなく予備▱識として見られる」（1 人）といった回⟅もあった。 
子育てሗの㞟にインࢱーࢿットを用した経験のある者も多かったが，「▱りたいことがは

っきりしているときには౽」（3 人）というⅬがある一方，「ሗがあまりにもỏ℃しているの

でだんだんࢿットからは離れた」（1 人）というḞⅬもᣦされた。 
ዷፎ・出産以前に▱りたかったことは，「子どもの発㐩のಶ人ᕪ・生活⩦័」（5 人），「産前産後

のయのኚ化・ࢣアにࡘいて」（5 人）などであった。高校生に学⩦してしい内ᐜにࡘいては「࣍ル

モンバランスや出産前後のయのこと，፬人科᳨デのษさなどయのࢣアにࡘいて」（4 人），「ዷ፬

やᗂ児とのゐれ合いయ験」（4 人），「子どもにかかるお金のこと，働き方のこと」（3 人）などであ

った。また，「人間の理ほ，㐨ᚨを学んでしい」という声も聞かれた。 
 

4）「子育て支援࢞イドࣈック」のヨ作・ホ౯ 
1）㹼3）の内ᐜを㋃まえ，子育て支援࢞イドࣈックをヨ作した。⣬㠃ᵓ成は，ձ必要とᛮわれる

ሗの一ぴ，ղලయ的な࢞イドࣈックの実例，ճ関㐃する高校ᐙᗞ科学⩦内ᐜの紹介，である。作

成した࢞イドࣈックは，行政ᢸ当者ཬࣄࡧアリング༠力者に㏦し，ホ౯を受ける。 
 
 
࠙今後の課㢟ࠚ 

行政ᢸ当者ཬࣄࡧアリング༠力者からのホ౯結果を㋃まえ，ヨ作∧「子育て支援࢞イドࣈック」の

改訂を行う予定である。 
�

�

�

�
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（௦⾲者）    ᐙ政教育講座 教授     㕥ᮌ ┿⏤子 
（分ᢸ者・༠力者）ᐙ政教育専ᨷ 学㝔 1 回生 ᮡᮧ ༓⪷ 

 
࠙目的ࠚ 

本事業では，㜰府ୗの⮬యが発行する「子育て支援࢞イドࣈック」にὀ目し，どのような内ᐜ

項目でᵓ成されているのか，その≉ᚩと課㢟をᢕᥱする。また，それらが高等学校ᐙᗞ科における学

⩦内ᐜと，どのような対ᛂ関ಀにあるのか᳨ウする。同時に，子育て中の親がどのようなሗを必要

としているのか，親になる前にどのような学⩦が必要であると考えているのかにࡘいてニーࢬをᢕᥱ

し，以上の結果を反ᫎさせた「子育て支援࢞イドࣈック」をヨ作・ホ౯する。 
 
 

࠙方法ࠚ 
1）⮬య発行の「子育て支援࢞イドࣈック」の㞟・分ᯒ，意見⫈取 

調査方法㸸・行政ᢸ当者の㟁ヰによるၥい合わせ・㈨ᩱᥦ供の౫頼 
イルを㞟（ᖹ成イトより㈨ᩱフࢧࣈ࢙࢘・ 26 年 9 月㹼11 月）  

2）高等学校ᐙᗞ科の教科書分ᯒ 
・高等学校『ᐙᗞ基♏』教科書全 6 社の「保育」「子育て」に関㐃する学⩦内ᐜの整理 
・子育て支援࢞イドࣈック との㘓内ᐜの比㍑ 

3）子育てに関㐃したሗに対するニーࢬ調査 
調査対㇟㸸子育て中の親 12 人 
調査方法㸸ಶ人・グルーࣉに対するࣄアリング調査 
調査時期㸸ᖹ成 26 年 9 月 
調査内ᐜ㸸子育て支援࢞イドࣈック用の᭷↓，育児中に用したሗ※ཬࡧそのⅬとḞⅬ，

親になる前に▱りたかったこと，高校生が学んでおくべきこと など 
4）「子育て支援࢞イドࣈック」のヨ作・ホ౯ 

・1）㹼3）の結果を反ᫎさせた，「子育て支援࢞イドࣈック」のヨ作 
・行政ᢸ当者（43 か所）ཬࣄࡧアリング༠力者（10 人）を対㇟にヨ作∧࢞イドࣈックの㒑㏦・ホ

౯の౫頼 
 
 

࠙結果・考ᐹࠚ 
1）㜰府ୗにおける「子育て支援࢞イドࣈック」の実態 

㜰府ୗの全 43 ᕷ⏫ᮧのうち，子形態での子育て支援࢞イドࣈックを発行している⮬యは

33 ᕷ⏫ᮧであった。࢞イドࣈックの作成にあたり，㘓内ᐜはにᕷ職員がỴ定しており，እ部

ᅋయに౫託している⮬యはなかった。 
行政ᢸ当者は，子形態による࢞イドࣈックの意⩏にࡘいて「インࢱーࢿット環境がなくても

ሗを得られ，手ඖに⨨いておくことができる」（12 ᕷ⏫ᮧ），「（全ᡞに㓄ᕸすることで）ᕷからの

働きかけができる」（4 ᕷ⏫ᮧ），「ሗ㔞が多い」（3 ᕷ⏫ᮧ），「今必要でなくても予備▱識として

▱っておくことができる」「スクロールの手間がなく見やすい」（それࡒれ 1 ᕷ⏫ᮧ）といった，ᕷ

民にとっての࣓リットをᣲげたか，「子を用いることでゼၥ時にㄝ᫂がしやすい」といった，

行政にとってのⅬに対するᣦもあった。 
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�

㸯㸬ᮏᴗࡢ┠ⓗ 
 夜間学㝔・ᗣ科学専ᨷには，┳護ኈなどの་⒪職，ᰤ㣴ኈ，⚟♴職，各✀専門学校教員などの専

門職にᚑ事し，学㝔に通う㝔生が多い。2013 年度にᗣ科学専ᨷのಟ生（に女性）を対㇟に行

った調査結果（「子育て世௦の社会人学㝔生のᑵ学環境づくりにྥけての実態ᢕᥱ」）では，㝔生の

多くが職場の支援がない中で，⮬身の努力とᐙ᪘の支えによってᑵ学をྍ⬟にしている実態が᫂らか

になった。また，ಟኈ論ᩥの◊✲と仕事でࡺとりがないため，子どもにྥき合う時間が༑分に取れな

いことに㈇い目を感じながら学ࡪことなどがᾋかࡧ上がった。 
本事業は，昨年度の調査結果を発ᒎさせ，男性の社会人㝔生がᢪえる課㢟等に対してもど野をᗈげ，

年齢や職業，ᐙ᪘状ἣなどの多ᵝ性をᣢࡘ社会人学㝔生がᑵ学しやすい環境整備に▱見を得ること

を目的とする。 
 
 
㸰㸬ㄪᰝ᪉ἲ 
1) Ꮚࡢࡶ㡸ࡾᨭに㛵ࡍるᏛࡢㄪᰝ 

昨年度の調査の中で，学㝔ಟ生から，「ᐙにㄡも子どもをࡳてくれる人がいない᪥ができた時に，

学に子どもを㐃れてきて授業やࢮミを受けたり◊✲ができるよう，キッࢬル㸫࣒など子どものᒃ場

所がしい」という声があった。学内に保育施設や子どもの一時㡸かり施設を設けている事例として

ឡ学とዉⰋ女子学でࣄアリング調査を行うとともに，国立学の࣍㸫࣒࣌㸫ࢪから子どもの㡸

かり支援施設の状ἣをᢕᥱした。 
2) 夜間学㝔生との座ㄯ会（2015 年㸰月 15 ᪥実施） 

ᗣ科学専ᨷの㝔生㸶ྡにࡈ༠力いただき，座ㄯ会を形ᘧで意見会を実施した。㝔生の年齢は

40 ṓ௦㹼60 ṓ௦で，ᐙ᪘をᢪえる男女各㸲ྡである。職業はබ務員，専門学校，་⒪機関，ᩥ化ࢧロ

ン務などである。なࢸ㸫࣐は，ձ職場の理解や支援，ղᐙ᪘の理解や支援，ճᐙᗞ生活と学㝔

の両立，մ本学のᑵ学環境の意見・要ᮃである。 
 
 
㸱㸬Ꮚࡢࡶ㡸ࡾᨭに㛵ࡍるᏛࡢ 
 国立 82 学の࣍㸫࣒࣌㸫ࢪを᳨⣴したとこࢁ，学内に保育施設（一時㡸かりをྵむ）をᣢࡘ学は

29 校（35％）であった。経Ⴀ⟶理は，学が行うもの，NPO 法人に委託するものなどがある。また，

学関ಀ者だけでなく地ᇦ住民も用できるものもある。 
 ዉⰋ女子学の「ならっ子ル㸫࣒」は，子どもの一時㡸り施設である。事前Ⓩ㘓により，子育て中の

学生も用ྍ⬟である。࣏ࢧ㸫ࢱ㸫㣴成講⩦を受けた地ᇦ住民や学生が託児時間の㠃ಽを見る。夜間

は 10 時まで対ᛂしている。また，ዉⰋ女子学では学生対㇟の育児ዡ学金制度や女性㝔生の学術論ᩥ

ᢞ✏㈝⿵助も設けられている。ឡ学の学内保育所「えࡳかキッࢬ」は，学生が保護者である乳ᗂ
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児も保育対㇟である。㐠Ⴀは民間委託で，夜 9 時 30 分までの延長保育も行われている。学内で乳ᗂ児

のጼを見ることは，≉に教育学部学生の意識けにもຠ果があるという。 
�

�

㸲㸬ᐙ᪘をᢪ࠼る♫ே㝔⏕ࡢ課題について 
1) ⫋ሙࡢ⌮ゎについて 

定時㏥社をㄆめてもらっている職場もあるが，それ以እでは，学㝔でのᑵ学にあたり職場からの

支援はない。᪥々の業務が多ᛁのため，仕事時間を๐ってまで学㝔に通うことにྰ定的な考えの同

も多いとのことであった。職場の理解を得られないため，㏥職することで学㝔進学を実現した㝔

生もいる。 
2) ᐙ᪘ࡢᨭとᐙなとࡢ୧❧について 
 女性㝔生の場合は，子どもやኵからのບましやᐙ᪘のᐙ事手ఏいに支えられてᑵ学をྍ⬟にしてい

る。≉に子どもが，働きながら学㝔で学ࡪ母親のጼを理解してくれるようであった。一方，男性の

場合はᐙィを支えるᙺ割がᙉいため，子どもの受験と㔜なるとᐙィの㈇ᢸがきいことから，ᐙ᪘の

理解を得にくかったとの意見も聞かれた。 
 男性㝔生はධ学前からᐙ事をあまり㈇ᢸしていなかったため，学㝔ධ学後もᐙ事との両立に対し

てၥ㢟意識がపい。一方，女性㝔生は㓄അ者がかなりᐙ事を㈇ᢸしてくれることで，ఱとかᐙᗞ生活

との両立を図れている。ᖐᏯが夜 10 時㹼11 時になるため，子どものことをẼづかうことができࡎ，

子どものᛀれ物が増えているとのヰもあった。 
3)ᑵᏛ⎔ቃࡢせᮃ 
・授業に出ᖍしたくても，仕事の㒔合で授業に間に合わないことが多い。教員ഃはそのことに理解が

あるが，聞きたかった授業を聞けないのがとてもṧᛕである。あとで授業の㈨ᩱ等を見ることができ

るࢩス࣒ࢸがしい。 
・所得㢠ではなく，社会人㝔生のᐙᗞ状ἣ（子どもが⚾立に通っている，ロ㸫ンをᢪえる等）に㓄៖し

たዡ学金制度を設けてしい。一定の所得はあっても，子どもの進学等でᐙィにవ⿱がない場合もあ

る。 
・社会人㝔生も学部学生と同ᵝに，保護者ྡの記ධを求められることに㐪感がある。 
・社会人㝔生は休᪥にしか◊✲の時間がまとまって取れないので，ᅵ᭙の༗前や᪥᭙᪥にも図書㤋を

開㤋してもらい，学べる環境ができると᭷り㞴い。 
�

�

㸳㸬ࡲとめと課題�

ᐙ᪘をᢪえる社会人学㝔生のᑵ学上の課㢟は，࢙ࢪンࢲ㸫によってⱝᖸの㐪いが見られた。学

㝔ධ学前からᐙ事を㈇ᢸしていた女性の方がᐙ事と学㝔生活との両立にⱞ៖しているが，㓄അ者や

子どもたちからのᛂ援がある。一方，男性㝔生はᐙィをᢸうᙺ割がきいため，子どもの学㈝㈇ᢸの

上に父親が学㝔に行くことにᐙ᪘の理解が得られにくいようである。今回の座ㄯ会出ᖍ者には小学

校ప学年以ୗの小さな子どもをᢪえる㝔生はいなかったが，ឡ学やዉⰋ女子学か，学の

子育て支援ࢧ㸫ࣅスは，本学の社会人学㝔生のᑵ学環境対ᛂにもᛂ用ྍ⬟ではないかと考えられる。

社会人学㝔生の課㢟にࡘいて定期的に聞く機会を設けることが，ᑵ学環境の整備に㔜要である。  
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ᗣ科学専ᨷの㝔生㸶ྡにࡈ༠力いただき，座ㄯ会を形ᘧで意見会を実施した。㝔生の年齢は

40 ṓ௦㹼60 ṓ௦で，ᐙ᪘をᢪえる男女各㸲ྡである。職業はබ務員，専門学校，་⒪機関，ᩥ化ࢧロ

ン務などである。なࢸ㸫࣐は，ձ職場の理解や支援，ղᐙ᪘の理解や支援，ճᐙᗞ生活と学㝔

の両立，մ本学のᑵ学環境の意見・要ᮃである。 
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29 校（35％）であった。経Ⴀ⟶理は，学が行うもの，NPO 法人に委託するものなどがある。また，

学関ಀ者だけでなく地ᇦ住民も用できるものもある。 
 ዉⰋ女子学の「ならっ子ル㸫࣒」は，子どもの一時㡸り施設である。事前Ⓩ㘓により，子育て中の

学生も用ྍ⬟である。࣏ࢧ㸫ࢱ㸫㣴成講⩦を受けた地ᇦ住民や学生が託児時間の㠃ಽを見る。夜間
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I  ◊✲目的 
男女共同参画社会とは，男女の性にかかわらࡎ，ᖹ等に社会のあらࡺる分野における活動に参

画する機会が☜保され，ともに㈐௵を㈇う社会をゝう。もともと男女共同参画社会は，意ᛮỴ定

や政策方㔪Ỵ定㐣⛬に人口の༙分を༨める女性が男性とともに参画し，現ᅾの政や社会の政策

や制度，およࡧ方ྥ性を見┤すためにᣦᑟ的ᙺ割を果たしていくことにより形づくられている。

現実ၥ㢟として，女性がどれだけ➨一⥺で活躍する場をえられているか，このၥ㢟が男女共同

参画社会の実現に関わる㔜要な࣏イントである。 
本◊✲事業では，ḟの㸰ࡘを㐩成することを目ᶆとする。 
(1)� ᪥本・ア࣓リ࢝・中国における男女共同参画のṔྐと現状を国際比㍑◊✲し，男女共同参

画のṔྐと現状を᫂らかにする。 
(2)� ᪥本・ア࣓リ࢝・中国における男女共同参画のၥ㢟Ⅼと課㢟を分ᯒし，政，経῭，࣓デ

学術の分野で活躍している女性のᙺ割を考ᐹする。≉に国際比㍑◊✲を通じࡧア，およ

て，グローバル女性人材を育成するための方策をᶍ⣴する。 
 
II ◊✲の方法 
現௦社会では，ア࣓リ࢝においても᪥本においても中国においても，女性なしでは成り立たな

い。グローバル社会において男女共同参画社会をどのようにᵓ⠏すべきか，その㐣⛬において，

女性がどのようなᙺ割を果たすべきだࢁうか。 
本◊✲事業では，᪥本，ア࣓リ࢝，中国で活躍する女性を中ᚰにグローバル時௦に求められる

人材像にࡘいて考ᐹする。≉に今まで女性が活躍できなかった分野で成ຌした女性の人生య験を

通じて，グローバル人材，≉に女性人材となる⣲㣴と⬟力を᫂らかにする。その上で，地⌫ᕷ民

として 21 世⣖に生きるグローバル人材のモデルをᥦ♧するとともに，男女共同参画社会をどのよ

うにᵓ⠏すべきか，その㐣⛬において，女性がどのようなᙺ割を果たすべきかを᳨ドした。 
ලయ的には，᪥本，ア࣓リ࢝，中国୕国における政，経῭，学術，࣓デアなどの分野で活躍

する数ྡの女性議員，実業ᐙ，学者，ᘚ護ኈなどのインࣅࢱュー調査や㈨ᩱ分ᯒを通して，୕

国における男女共同参画社会の現状を分ᯒし，男女共同参画社会のᵓ⠏における女性のᙺ割を考

ᐹした。 
グローバルな世⏺で生き抜く女性人材をどのように育成し，≉に内ྥきᚿྥのᙉい᪥本のⱝ者

に対して，グローバル時௦に生きるため，必要となる⣲㣴と⬟力をどのように身にࡘけさせるの

か，学教育にとってはきわめて㔜要な課㢟である。 
こうした現状を㋃まえて，本◊✲事業は，グローバルな世⏺で活躍している᪥本人女性◊✲者

をᣍ⪸し，本学にて「Studying Globally, Acting Globally」という講₇会を行った。また᪥本社会

における女性のさらなる࢚ンパワー࣓ントをすすめるため，女性が⬟力を発するために必要な
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支援のあり方と環境整備にࡘいて論じた。 
 

III 結果と今後の課㢟 
21 世⣖を迎え，すべての男女がいに人ᶒをᑛ㔜し，性ูにかかわりなく，そのಶ性や⬟力を

༑分に発できる男女共同参画社会を⠏いていくことは，グローバル社会においてもっとも㔜要

な課㢟の一ࡘである。 
1990 年に国㐃で「ࢼイロࣅᑗ来ᡓ␎່࿌」が᥇ᢥされ，それにྥけたࣉログラ࣒の策定を加┕

ㅖ国に່࿌した。この່࿌では，「政府，政ඪ，労働⤌合，職業ᅋయ，そのの௦⾲的ᅋయは，そ

れࡒれすᬺ 2000 年までに男女のᖹ等参加をಁ進するため，ᣦᑟ的地にᑵく女性の割合を，1995
年までに少なくとも 30％にまで増やすという目ᶆを掲げ，それらの地に女性をᑵけるためのເ

㞟およࡧカ⦎ࣉログラ࣒を定めるべきである」との数್目ᶆを設定している。しかし現ᅾ，政

的・経῭的活動における意ᛮỴ定ᶒをᣢࡘ᪥本，ア࣓リ࢝，中国の女性は 30％のはるか手前で㊊

㋃ࡳし，国際Ỉ‽との᱁ᕪがある。 
 加えて，政，行政，経῭，学術，࣓デア分野などでも意ᛮỴ定レベルでの女性の参画はప

い。ࡘまり，㉁の㠃からࡳても，᪥本，ア࣓リ࢝，中国では女性の社会進出はまだまだ進んでいな

い部分がある。 
1999 年に「男女共同参画社会基本法」がྍỴしてから 15 年が経㐣した。法ᚊや行政の㠃は女

性の社会的地は高くなっているが，᪥本，ア࣓リ࢝，中国では男女の共同参画にはいまだに多

くの課㢟がṧされている。男女をၥわࡎ，すべての人々が⮬分の意ᛮで社会活動に参画し，とも

に㈐௵を㈇いながら，均等に政的・経῭的・社会的┈をா᭷するᶒを☜保しなければなら

ない。それは，法ᚊや行政だけでは解Ỵできない。⚾たち一人一人の意識のኚ革と実践がその成

ຌの㘽をᥱっているのである。 
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I  ◊✲目的 
男女共同参画社会とは，男女の性にかかわらࡎ，ᖹ等に社会のあらࡺる分野における活動に参

画する機会が☜保され，ともに㈐௵を㈇う社会をゝう。もともと男女共同参画社会は，意ᛮỴ定

や政策方㔪Ỵ定㐣⛬に人口の༙分を༨める女性が男性とともに参画し，現ᅾの政や社会の政策

や制度，およࡧ方ྥ性を見┤すためにᣦᑟ的ᙺ割を果たしていくことにより形づくられている。

現実ၥ㢟として，女性がどれだけ➨一⥺で活躍する場をえられているか，このၥ㢟が男女共同

参画社会の実現に関わる㔜要な࣏イントである。 
本◊✲事業では，ḟの㸰ࡘを㐩成することを目ᶆとする。 
(1)� ᪥本・ア࣓リ࢝・中国における男女共同参画のṔྐと現状を国際比㍑◊✲し，男女共同参

画のṔྐと現状を᫂らかにする。 
(2)� ᪥本・ア࣓リ࢝・中国における男女共同参画のၥ㢟Ⅼと課㢟を分ᯒし，政，経῭，࣓デ

学術の分野で活躍している女性のᙺ割を考ᐹする。≉に国際比㍑◊✲を通じࡧア，およ

て，グローバル女性人材を育成するための方策をᶍ⣴する。 
 
II ◊✲の方法 
現௦社会では，ア࣓リ࢝においても᪥本においても中国においても，女性なしでは成り立たな

い。グローバル社会において男女共同参画社会をどのようにᵓ⠏すべきか，その㐣⛬において，

女性がどのようなᙺ割を果たすべきだࢁうか。 
本◊✲事業では，᪥本，ア࣓リ࢝，中国で活躍する女性を中ᚰにグローバル時௦に求められる

人材像にࡘいて考ᐹする。≉に今まで女性が活躍できなかった分野で成ຌした女性の人生య験を

通じて，グローバル人材，≉に女性人材となる⣲㣴と⬟力を᫂らかにする。その上で，地⌫ᕷ民

として 21 世⣖に生きるグローバル人材のモデルをᥦ♧するとともに，男女共同参画社会をどのよ

うにᵓ⠏すべきか，その㐣⛬において，女性がどのようなᙺ割を果たすべきかを᳨ドした。 
ලయ的には，᪥本，ア࣓リ࢝，中国୕国における政，経῭，学術，࣓デアなどの分野で活躍

する数ྡの女性議員，実業ᐙ，学者，ᘚ護ኈなどのインࣅࢱュー調査や㈨ᩱ分ᯒを通して，୕

国における男女共同参画社会の現状を分ᯒし，男女共同参画社会のᵓ⠏における女性のᙺ割を考

ᐹした。 
グローバルな世⏺で生き抜く女性人材をどのように育成し，≉に内ྥきᚿྥのᙉい᪥本のⱝ者

に対して，グローバル時௦に生きるため，必要となる⣲㣴と⬟力をどのように身にࡘけさせるの

か，学教育にとってはきわめて㔜要な課㢟である。 
こうした現状を㋃まえて，本◊✲事業は，グローバルな世⏺で活躍している᪥本人女性◊✲者

をᣍ⪸し，本学にて「Studying Globally, Acting Globally」という講₇会を行った。また᪥本社会

における女性のさらなる࢚ンパワー࣓ントをすすめるため，女性が⬟力を発するために必要な
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�ᡂ㸸⫱ࡢ女ᛶேᮦࣝࣂ࣮ࣟࢢぢるࡽどⅬࡢ࣮ࢲ࢙ࣥࢪ

᪥⡿୰୕ᅜにࡅ࠾る男女共同参画ࡢẚ㍑◊✲ 
（௦⾲者）Ḣ⡿ゝㄒᩥ化講座 准教授 㤿 ᬡ⳹ 
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�てࡋつᏛᰯを┠ᣦࡶをࢡ࣮࣐ࢇࡳるࡃ㹼ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㣴ᡂࢫ࣎ࢡ࣭࣓ࣥࢡ

（௦⾲者）学生ࢧーࣅス課 ಀ長  ู所 めࡳࡄ 
（分ᢸ者）人事課 ௵      㨣 ᚿ㑻  

        学እ༠力者      ኴᖹ ‶ᜨ 
 
 クトの目的㸸࢙ࢪロࣉ
・育児休ᬤをྵむ男性の育児参加がしやすくなるような㞺囲Ẽを㔊成すること。 
・育児休ᬤ取得の現状，課㢟やၥ㢟Ⅼ等をᢕᥱするための手ẁとして，座ㄯ会やアンࢣート調査を行

う。 
・座ㄯ会やアンࢣート調査の結果をබ⾲し，学全యで男性が育児に参加することの意⩏を共᭷する。 
 
方法㸸 
ձ育休に関する座ㄯ会 
⪁ⱝ男女ၥわࡎ，多ᵝな㠃々が⭸を✺き合わせて「あなたにとって育休とは？」（௬㢟）というࢸー࣐

を᥀りୗげてㄒり合う㐣⛬で，育休を通して働き方や生き方にࡘいて考えることを目的とする。 
 
ղ「イク࣓ン・イク࣎ス㣴成ࣉロ࢙ࢪクト」にಀるアンࢣート調査 
実施期間㸸ᖹ成 26 年 7 月 18 ᪥（金）㹼7 月 25 ᪥（金）の 1 㐌間 
https://enq.bur.osaka-kyoiku.ac.jp/smart/eq.asp?U=3003007003166119467  
 
ճリーフレットの作成 
・イク࣓ン・イク࣎スがㄆ▱されるようなリーフレットの作成。男性の育児参加や育児休ᬤの取得が

⥅⥆的に実施できるような職場環境を作るよう，教職員に㓄ᕸする。 
 

なお，ࢱࣈࢧイトルに「くるࡳん࣐ークをもࡘ学校を目ᣦして」としたが，この企画が᥇ᢥされた

時Ⅼで，男性職員の育児取得がỴまり，くるࡳん࣐ークが取得見㎸ࡳであることがわかった。そのた

め，くるࡳん࣐ークの取得にこだわらࡎ，男性の育児参加に↔Ⅼをあてることとした。 
 
結果㸸 
ձ 座ㄯ会を 4 回実施 

 
➨ 1 回㸸7 月 29 ᪥（学会㤋の室）参加人数 15 人（内子ども 3 人） 
➨ 2 回㸸8 月 25 ᪥（学会㤋の室）参加人数 14 人（内子ども 2 人） 
➨ 3 回㸸9 月 16 ᪥（男女共同参画推進室）参加人数 6 人 
➨ 4 回㸸1 月 29 ᪥（よࡎࢁ相ㄯࢥーࢼー）参加人数 5 人 
 

業務に支㞀が出ないよう，またᖐᏯ時間にᙳ㡪しないよう，4 回すべて休ࡳ時間（12 時㹼13 時）

に開催した。また学内እから，男性の育児参加にࡘいての発ゝ者に参加してもらったり，子どもと一
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⥴に参加し᫆いよう場所を室にしたり，㏵中のධ㏥場をㄆめたり，このࣉロ࢙ࢪクトらしい間口の

ᗈい座ㄯ会となるよう企画した。また休ࡳ時間の開催のため，㍍㣗を取りながらのランࢳミーࢸ

ングとした。 
 

➨ 1 回ではࢤストをえ，࢜ランࢲと᪥本の働き方の㐪いや子育て方法にࡘいて意見を行った。

➨ 2 回では男性の育児参加にࡘいての活動を行っている「フࢨーリングࢪャパン関す」の࣓ンバー

もࢤスト参加し，男性の育児休業取得にࡘいて意見を行った。この座ㄯ会に参加した男性教員は，

育児休業を取得することをᙉくᕼᮃしておられるものの，現実的な対処方法にࡘいてᝎんでおられた

ことから，➨ 3 回座ㄯ会では，育児休業を取得した経験をもࡘ男性教員をࢤストとしてᣍきయ験ㄯを

聞いた。 
 

企画のẁ㝵では，座ㄯ会の回数は 3 回を予定していたが，当ࣉロ࢙ࢪクトの実施期間中に本学の男

性職員がึめて育児休業を取得し，6 か月の育児休業から復ᖐされたことを受け，そのయ験を聞くた

めに➨ 4 回の座ㄯ会を行った。 
 

なお，➨ 2 回，3 回の座ㄯ会に参加された高㘵先生は，現ᅾ，3 月ᮎまでの⣙ 1 か月༙，育児休業を

取得中である。「ࣉロ࢙ࢪクトの 2 回の座ㄯ会で，先生方のおヰを聞けたことが実際に育休取得に㋃ࡳ

ษる⫼中をᢲしてくれました。子育てのたいんさはまだこれからですが，理解ある職場としんどい

出産をしてくれたጔに感ㅰし，⢭一ᮼがんばります。」と感ㅰのゝⴥをいただいた。このࣉロ࢙ࢪクト

を実施した成果が⾲れたことは，ኚ႐ばしい。 
 
 
ղ男性の育児等に関する意識調査のために「イク࣓ン・イク࣎ス㣴成ࣉロ࢙ࢪクト」にಀるアンࢣー

ト調査（所要時間およそ㸯㸮分）を実施 
 

かけた。回⟅者数はࡧの༠力をートࢣルーンの掲♧ᯈで࿌▱し，アン࢞ 119 ྡ。回⟅者の内ヂ

は，「事務⣔職員」が 52.1％，「事務⿵బ員・ᢏ術⿵బ員」が 25.6％，「学教員」が 16.2％であった。

（アンࢣート結果ูῧ） 
 

アンࢣート結果を⡆༢にり㏉ると，男性が育児に参加することにࡘいて「㈶成」が 89.1％と㠀ᖖ

に高いものであった。男性が育児に参加することのデ࣓リットはఱかという㉁ၥでは，「育児休場中

の経῭状態」が 66.1％，「男性職員が育児休業取得中の職場の࣓ࢪࢿ࣐ントの㈇ᢸ」が 48.3％，「職場

復ᖐ後のフ࢛ローアッࣉ」が 43.2％であった。また同じような㉁ၥで，男性の育児休業取得の㞀ᐖ

はఱかとᑜࡡたとこࢁ，「育児休場中の経῭状態がᏳ」が 40.9％と，こちらでも経῭的理⏤が一␒で

あった。 
 

男性の育児参加をಁ進するためにはどうすればいいかを複数回⟅で聞いたとこࢁ，「上ྖや同の理

解」が 86.1％と一␒多く，ḟいで「労働時間の▷⦰・フレックス制・ᅾᏯ務など多ᵝな働き方を設

定する」が 69.6％，「時▷務やṧ業をしない働き方でも，ຠ⋡よく仕事をしていること（生産性の高
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・育児休ᬤをྵむ男性の育児参加がしやすくなるような㞺囲Ẽを㔊成すること。 
・育児休ᬤ取得の現状，課㢟やၥ㢟Ⅼ等をᢕᥱするための手ẁとして，座ㄯ会やアンࢣート調査を行

う。 
・座ㄯ会やアンࢣート調査の結果をබ⾲し，学全యで男性が育児に参加することの意⩏を共᭷する。 
 
方法㸸 
ձ育休に関する座ㄯ会 
⪁ⱝ男女ၥわࡎ，多ᵝな㠃々が⭸を✺き合わせて「あなたにとって育休とは？」（௬㢟）というࢸー࣐
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ճリーフレットの作成 
・イク࣓ン・イク࣎スがㄆ▱されるようなリーフレットの作成。男性の育児参加や育児休ᬤの取得が

⥅⥆的に実施できるような職場環境を作るよう，教職員に㓄ᕸする。 
 

なお，ࢱࣈࢧイトルに「くるࡳん࣐ークをもࡘ学校を目ᣦして」としたが，この企画が᥇ᢥされた

時Ⅼで，男性職員の育児取得がỴまり，くるࡳん࣐ークが取得見㎸ࡳであることがわかった。そのた

め，くるࡳん࣐ークの取得にこだわらࡎ，男性の育児参加に↔Ⅼをあてることとした。 
 
結果㸸 
ձ 座ㄯ会を 4 回実施 

 
➨ 1 回㸸7 月 29 ᪥（学会㤋の室）参加人数 15 人（内子ども 3 人） 
➨ 2 回㸸8 月 25 ᪥（学会㤋の室）参加人数 14 人（内子ども 2 人） 
➨ 3 回㸸9 月 16 ᪥（男女共同参画推進室）参加人数 6 人 
➨ 4 回㸸1 月 29 ᪥（よࡎࢁ相ㄯࢥーࢼー）参加人数 5 人 
 

業務に支㞀が出ないよう，またᖐᏯ時間にᙳ㡪しないよう，4 回すべて休ࡳ時間（12 時㹼13 時）

に開催した。また学内እから，男性の育児参加にࡘいての発ゝ者に参加してもらったり，子どもと一
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さ）に対するホ౯基‽の設定」が 49.6％であった。これらの回⟅に対処することで，本学における男

性の育児参加がಁ進されると考えられる。 
 

また仕事とᐙᗞ（⚾生活）の両立ができているかどうかという㉁ၥに対しては，「両立できている」

「やや両立できている」を合わせて 77％であり，本学の現ᅾの職場が比㍑的働きやすいとこࢁである

ことを♧すものとᛮわれる。 
 
 
ճ パンフレット 600 ᯛを作成 

 
アンࢣート結果や座ㄯ会のᵝ子だけでなく，ワークライフバランスをಁ進し，イク࣓ン・イク࣎スと

なる人が増えるようにデࢨインした୕ࡘᢡりパンフレットを作成した。男性の育児参加をಁ進するた

め，教職員に㓄ᕸする。（パンフレットูῧ） 
 
考ᐹ等㸸 

アンࢣートの結果から，男性の育児参加に対する理解は高いものの，現実的な生活として，経῭的

Ᏻをッえる声が多く，ᕼᮃと現実のࢠャッࣉを♧していた。このၥ㢟に対しては，実際に育児休業

を 6 か月取得したᒾ本Ặの経験ㄯが参考になる。ᒾ本Ặによれば，育児休業⤥金の⋡がᖹ成 26 年 4
月から 67％に引き上げられているため，月々のධはあまりኚわらなかったようである。このⅬをア

ピールすれば，男性の育児休業の取得がಁ進されると考えられる。 
 

また，労働に対するホ౯として，「時▷務やṧ業をしない働き方でも，ຠ⋡よく仕事をしているこ

と（生産性の高さ）に対するホ౯基‽の設定」がᮃまれていることがわかった。これは，➨ 1 回の座

ㄯ会でもヰ㢟に上ったことであるが，᪥本では長時間労働をዲ意的にホ౯するഴྥがᙉいことに対す

る‶であࢁう。⚾生活を☜保するためには，ఱよりもまࡎ，それにかける時間が必要である。それ

が長時間労働でዣわれると，育児参加どこࢁではない。仕事㔞が多く，そのためṧ業になるのはやむ

を得ないが，ຠ⋡よく仕事を仕上げ，ṧ業が少ない者に対するホ౯を高めていかなければ，長時間労

働のᘢᐖとして，男性が育児に参加できないというᵓ㐀から抜け出せない。ಶ人的に仕事のຠ⋡化を

進めても，ṧ業௦がῶり，ホ౯がపくなるだけではあれば，当↛であࢁう。 
 

なお，仕事とᐙᗞ（⚾生活）の両立で最もᏳなことをゼࡡたとこࢁ，「介護」が 36.8％と一␒多か

った。ワークライフバランスは，子どもをᣢࡘ働く親のᢪえるၥ㢟だけにとどまらない。少子高齢社

会である᪥本の現状では，高齢となった親世௦の介護，⊂ᒃ⪁人をもࡘᐙ᪘の増加，༢身世ᖏの増加

がࡳられる。共働きを支えてくれた親の介護は，働く女性の⫪に㔜くのしかかり，介護を機に仕事を

㎡める女性も多い。女性はあらࡺるᒁ㠃で，職場を離れるかどうかという㑅ᢥを㏕られる。しかし，

このようなことは「女性の㑅ᢥのၥ㢟」と▸小化すべきではないだࢁう。ᐙᗞのことはᐙᗞだけのၥ

㢟にとどまらࡎ，生活を支える仕事のၥ㢟であり，多ᵝな働き方をㄆめる職場のၥ㢟である。ワーク

ライフバランスを進めることは，ࢥストパフ࢛ー࣐ンスを高めるというഃ㠃があるだけでなく，生Ṛ

をྵめた人の生き方にᙳ㡪することから，┿ᦸな取り⤌ࡳが求められる。 
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2015 年度 㜰教育学男女共同参画推進助成のࡈ内（බເ） 
 
 男女共同参画推進会議では࠙㜰教育学 男女共同参画推進 行動ィ画㸲㸫教育・◊✲・

ၨ発ࠚの一環として，「4-1㸬࢙ࢪンࢲーのどⅬを取りධれた教育◊✲活動をዡບする」目的

で，男女共同参画に関㐃した教育活動・◊✲活動ཬࡧ実践活動に対する助成を行うことにな

りました。ⓙᵝからの積ᴟ的なᛂເを期待しております。 
 

男女共同参画᥎㐍ຓᡂ� ເ㞟せ㡿�

 
㸯㸬助成金⥲㢠   80 円 
 
㸰㸬助成事業௳数  2㹼3 ௳⛬度 
 
㸱㸬ᛂເ対㇟ 
 本学所ᒓの㝃ᒓ学校をྵむ教職員や学生が，༢⊂あるいはグルーࣉ・講座等の⤌⧊で実施

する男女共同参画に関㐃した教育活動・◊✲活動ཬࡧ実践活動を対㇟とします。グルーࣉで

の活動の場合は，共同◊✲の࣓ンバーに学እ者が加わってもかまいませんが，活動の௦⾲者

は本学ᅾ⡠者であり，ᛂເ㈐௵者は本学の教職員とします。また，学生等が⏦ㄳする場合は，

ᛂເ㈐௵者は本学教員とします。 
 
㸲㸬ᛂເ要㡿 
 男女共同参画推進助成にಀる実施ィ画書ཬࡧ経㈝⏦ㄳ書を作成し，ᛂເ期限までに人事課

⚟♴ಀ（࣓ールῧでᥦ出の場合は ryouritu@bur.osaka-kyoiku.ac.jp）までᥦ出してୗさい。

ᵝᘧは，ῧフイルを参↷してୗさい。本学の男女共同参画推進会議の࣌ࣈ࢙࢘ーࢪから

も࢘ࢲンロードできます。 
 
㸳㸬ᛂເ期限 
 2015 年 6 月 12 ᪥（金） 
 
㸴㸬ᑂ査 
 ᛂເされた事業は，男女共同参画推進会議によるᑂ査委員会において，本学の男女共同参

画を推進させる事業かどうかのほⅬでᑂ査を行い，ᙺ員༠議会でᑂ議の上，学長がỴ定しま

す。 
 
㸵㸬助成金予定 
 2015 年 7 月中᪪ 
 
㸶㸬活動結果のሗ࿌・発⾲ 
 助成を受けたಶ人・グルーࣉ等は，年度ᮎに活動ሗ࿌（活動のᴫ要・成果）ཬࡧ会ィሗ࿌

をしていただきます。また，事業に関するሗは，本学࣌ࣈ࢙࢘ーࢪ等にも掲載させていた

だきますのでࡈᢎください。 
 また，2016 年度の男女共同参画㐌間（6 月 23 ᪥㹼29 ᪥）関㐃行事（教職員ࢭミࢼー）に

て活動ሗ࿌を行っていただく予定です。
�

ู⣬� ϫ㸫�㸫շ�
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さ）に対するホ౯基‽の設定」が 49.6％であった。これらの回⟅に対処することで，本学における男

性の育児参加がಁ進されると考えられる。 
 

また仕事とᐙᗞ（⚾生活）の両立ができているかどうかという㉁ၥに対しては，「両立できている」

「やや両立できている」を合わせて 77％であり，本学の現ᅾの職場が比㍑的働きやすいとこࢁである

ことを♧すものとᛮわれる。 
 
 
ճ パンフレット 600 ᯛを作成 

 
アンࢣート結果や座ㄯ会のᵝ子だけでなく，ワークライフバランスをಁ進し，イク࣓ン・イク࣎スと

なる人が増えるようにデࢨインした୕ࡘᢡりパンフレットを作成した。男性の育児参加をಁ進するた

め，教職員に㓄ᕸする。（パンフレットูῧ） 
 
考ᐹ等㸸 

アンࢣートの結果から，男性の育児参加に対する理解は高いものの，現実的な生活として，経῭的

Ᏻをッえる声が多く，ᕼᮃと現実のࢠャッࣉを♧していた。このၥ㢟に対しては，実際に育児休業

を 6 か月取得したᒾ本Ặの経験ㄯが参考になる。ᒾ本Ặによれば，育児休業⤥金の⋡がᖹ成 26 年 4
月から 67％に引き上げられているため，月々のධはあまりኚわらなかったようである。このⅬをア

ピールすれば，男性の育児休業の取得がಁ進されると考えられる。 
 

また，労働に対するホ౯として，「時▷務やṧ業をしない働き方でも，ຠ⋡よく仕事をしているこ

と（生産性の高さ）に対するホ౯基‽の設定」がᮃまれていることがわかった。これは，➨ 1 回の座

ㄯ会でもヰ㢟に上ったことであるが，᪥本では長時間労働をዲ意的にホ౯するഴྥがᙉいことに対す

る‶であࢁう。⚾生活を☜保するためには，ఱよりもまࡎ，それにかける時間が必要である。それ

が長時間労働でዣわれると，育児参加どこࢁではない。仕事㔞が多く，そのためṧ業になるのはやむ

を得ないが，ຠ⋡よく仕事を仕上げ，ṧ業が少ない者に対するホ౯を高めていかなければ，長時間労

働のᘢᐖとして，男性が育児に参加できないというᵓ㐀から抜け出せない。ಶ人的に仕事のຠ⋡化を

進めても，ṧ業௦がῶり，ホ౯がపくなるだけではあれば，当↛であࢁう。 
 

なお，仕事とᐙᗞ（⚾生活）の両立で最もᏳなことをゼࡡたとこࢁ，「介護」が 36.8％と一␒多か

った。ワークライフバランスは，子どもをᣢࡘ働く親のᢪえるၥ㢟だけにとどまらない。少子高齢社

会である᪥本の現状では，高齢となった親世௦の介護，⊂ᒃ⪁人をもࡘᐙ᪘の増加，༢身世ᖏの増加

がࡳられる。共働きを支えてくれた親の介護は，働く女性の⫪に㔜くのしかかり，介護を機に仕事を

㎡める女性も多い。女性はあらࡺるᒁ㠃で，職場を離れるかどうかという㑅ᢥを㏕られる。しかし，

このようなことは「女性の㑅ᢥのၥ㢟」と▸小化すべきではないだࢁう。ᐙᗞのことはᐙᗞだけのၥ

㢟にとどまらࡎ，生活を支える仕事のၥ㢟であり，多ᵝな働き方をㄆめる職場のၥ㢟である。ワーク

ライフバランスを進めることは，ࢥストパフ࢛ー࣐ンスを高めるというഃ㠃があるだけでなく，生Ṛ

をྵめた人の生き方にᙳ㡪することから，┿ᦸな取り⤌ࡳが求められる。 
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ϫ㸫㸵�  ᥖ㍕ࡢ「手をつないで」࣒ࣛࢥ

2012 年より本学行動ィ画の「積ᴟ的なᗈሗ・ၨ発活動のᒎ開」として，学ᗈሗㄅ『天遊』に

を㐃載することとした。2012࣒ラࢥ 年 11 月発行の天遊No.23 から掲載され，男女共同参画推進

会議企画専門部会の࣓ンバーがリレー方ᘧでᇳ➹をᢸ当し，現ᅾ，12 回を数えている。 
 
手をつないでVol.7「ぶᐦな㛵ಀࡢ୰に࠶るᭀຊについて」 

天遊No.30（2014 年 7 月発行） 
 

 㓄അ者やᜊ人など，親ᐦな関ಀにある者からࡩるわれるᭀ力のၥ㢟は，「ド࣓スࢸック・

バイ࢜レンス（DV）」というゝⴥで▱られるようになりました。なかでも，㓄അ者やඖ㓄അ者

からのᭀ力の㜵Ṇと⿕ᐖ者支援に関しては，2001 年に法ᚊが施行されて以㝆，法整備がなされ

てきています。しかし，⿕ᐖ者の経῭的⮬立にྥけた支援やᚰのࢣアのၥ㢟など，まだまだ取

り⤌むべき課㢟は山積しています。 
 DV は，児童待とも関㐃の῝いၥ㢟です。ᭀ力にされることは子どものᚰを῝くയࡘけ，

全なᚰの発㐩をṍめます。⚾の専門とするᚰ理⮫ᗋの場でも，῝้な状態をッえて来ㄯする

ースの⫼ᬒに，子ども時௦にDVࢣ にされ，ཝしい環境を生き抜いてきたኚさを▱ること

は少なくありません。年月を経てなお，⒵えないⱞしࡳをᢪえるどの῝้なᙳ㡪を子どもに

えることからも，DV は⤯対にあってはならないと③感します。   
 親ᐦな関ಀの中にあるᭀ力というのは，周囲には見えにくいものです。また，周囲に見えた

としても，加ᐖ者がそれをᭀ力であることをㄆめようとしない場合や，⿕ᐖ者のഃも「相手を

ኻいたくない」という感から「No㸟」とゝえなくなっている場合もあります。 
 ㄡでも親ᐦな関ಀの中で⮬分が‶たされたいという感をᣢࡘことはあるでしࡻう。しかし，

対等な関ಀを相手との間に⠏こうとすれば，⮬分のḧ求充㊊だけではなく，関ಀに生じるḧ求

‶に⪏える力や相手に㣧ࡳ㎸まれࡎに⮬分⮬身でいられる力が必要となります。女性の経῭

的⮬立をಁ進する男女共同参画社会の᪩期実現とともに，これからᜊឡを経験し，やがて⮬分

のᐙ᪘をᣢࡘⱝい人たちが，⮬分をษにする力，そして人をឡする力をしっかりと⮬分の中

に育てていってくれること㢪ってやࡳません。 
 

男女共同参画推進会議 
企画専門部会委員 上⏣⿱⨾（教職教育◊✲ࢭンࢱー 准教授） 

 
 
手をつないでVol.8「ࣞࡢࢼࣥࢻ࣐࣭ࢹᖾࡏとࡣ」 

天遊No.31（2014 年 11 月発行） 
 
ット᭤があります。それはḟのようなḷモでጞまりࣄというࢼドン࣐・にレデࢬートルࣅ

ます。 
Lady Madonna, children at your feet Wonder how you manage to make ends meet 

by Lennon & McCartney 
とこࢁで，最近ᕰで࢘ーࣀ࣐ミクスというゝⴥをよく⪥にします。Woman(女性)+ 

Economics(経῭)の㐀ㄒで 1999 年に生まれたそうです。࢘ーࣀ࣐ミクスを推進する᰿ᣐは男性

労働者のῶ少を女性労働者で⿵
㸬㸬

することによって経῭ຠ⋡を⥔ᣢし，経῭成長を㐩成するⅬ

に求められています。多くの࣐スࢥミの論調では男女共同参画と࢘ーࣀ࣐ミクスはࡰ同⩏で， 
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これを受けて࣐スࢥミが描いている「女性の社会進出」のイ࣓ーࢪは，まさにスࢸレࢱ࢜イࣉ

のキャリア・࢘ー࣐ンです。男女間とあわせて同性間での᱁ᕪもၥ㢟化している状ἣなのに，

です。 
さてさて，レデ࣐・ドンࢼのヰにもどりましࡻう。このḷのྵ意にࡘいてはㅖㄝあります。

࣏リス㈈政に対する⓶⫗であるとか，はたまたࢠであるとか当時のイーグースのパロデࢨ࣐

ールの࢚ルࣦスに対する࣐࢜ーࢪュであるとか。しかしこの᭤が支ᣢされている理⏤はḟの

Ⅼにあるのではないでしࡻうか。╔㣭るవ⿱もなくẖ᪥ẖ᪥子育てに㏣われている労働者㝵⣭

の女性のጼを「࣐ドンࢼ」とḷう࣏ールのඃしさと かいࣘーモアに感動するから。 
男女共同参画社会の目的は，男も女も関ಀなく，だれもが⮬分らしく生きられる社会をࡘく

ることです。࢘ーࣀ࣐ミクスというゝⴥを聞いたとき，⚾はᛮわࡎこの᭤を口ࡎさんで考えま

した。レデ࣐・ドンࢼの幸せとは，と。 
 

男女共同参画推進会議 
企画専門部会委員 㧘山 新（社会ᩥ化講座 教授） 

 
 
手をつないでVol.9「ᩍ࣮ࣟࣝࣔࣝࢹ 2014 と男女共同参画᥎㐍ࣟࢡ࣮࣐ࢦ」 

天遊No.32（2015 年 1 月発行） 
 
アベࣀミクスの要政策として女性活用が掲げられています。国立学のᖹ成 25 年度におけ

る女性教員比⋡はᖹ均 14.1％ですが，本学は 23.9％であり，86 学中，➨ 5 と女性教員が多

い学です。 
男女共同参画推進会議企画専門部会では，ᖹ成 24 年に策定した「㜰教育学男女共同参画

推進行動ィ画」にἢってᵝ々な活動をしています。7 月の࢜ーࣉンキャンパスでは “教ロー

ルモデル 2014”を高校生や保護者に㓄ᕸしました。ロールモデルは近年，学や企業が積ᴟ的

に作成していますが，≉に学では“リࣙࢪࢣ”とばれる理⣔女性◊✲者や学㝔生のロール

モデルが多くබ⾲されています。本学ではึめての取り⤌ࡳでしたが，後発⤌というᙅⅬを㏫

にⅬとして，学とは㐪うものというࢥンࣉࢭトで作成しています。学ᵓ成員である教

員，職員，社会人学㝔生男女数ྡをロールモデルとして౫頼し，高校生に対してキャリア形

成の่⃭となるようにᕤኵしているⅬが≉ᚩです。なお“教ロールモデル 2014”は，᯽ཎキ

ャンパスでは人事課とධヨ課，天⋤ᑎキャンパスでは事務室にて㓄ᕸしています。 
男女共同参画に関㐃する࣐ークとして“くるࡳん” “イク࣓ンࣉロ࢙ࢪクト”がありますが，本学

の男女共同参画推進ロ࣐ࢦークも昨⛅，㐙にㄌ生しました。一昨年，162 ௳のᛂເ作ရから㝃

ᒓụ⏣中学校の生ᚐさんが考した作ရを最ඃ⚽㈹として㑅出し，この࢜リࢼࢪルをさらにデ

ントは「男女はもともと࣓ࢥイン化しました。受㈹の際のࢨ 1 だったという意で，男女ᖹࡘ

等だと⾲したくて描きました」。これからの男女共同参画推進関㐃の㈨ᩱにはこの࣐ークが

活躍しますので，ⓙさんぬえてくださいࡡ。 
 

男女共同参画推進会議 
企画専門部会長 永⏤⨾子（ᗣ生活科学講座 教授） 
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ϫ㸫㸵�  ᥖ㍕ࡢ「手をつないで」࣒ࣛࢥ

2012 年より本学行動ィ画の「積ᴟ的なᗈሗ・ၨ発活動のᒎ開」として，学ᗈሗㄅ『天遊』に

を㐃載することとした。2012࣒ラࢥ 年 11 月発行の天遊No.23 から掲載され，男女共同参画推進

会議企画専門部会の࣓ンバーがリレー方ᘧでᇳ➹をᢸ当し，現ᅾ，12 回を数えている。 
 
手をつないでVol.7「ぶᐦな㛵ಀࡢ୰に࠶るᭀຊについて」 

天遊No.30（2014 年 7 月発行） 
 

 㓄അ者やᜊ人など，親ᐦな関ಀにある者からࡩるわれるᭀ力のၥ㢟は，「ド࣓スࢸック・

バイ࢜レンス（DV）」というゝⴥで▱られるようになりました。なかでも，㓄അ者やඖ㓄അ者

からのᭀ力の㜵Ṇと⿕ᐖ者支援に関しては，2001 年に法ᚊが施行されて以㝆，法整備がなされ

てきています。しかし，⿕ᐖ者の経῭的⮬立にྥけた支援やᚰのࢣアのၥ㢟など，まだまだ取

り⤌むべき課㢟は山積しています。 
 DV は，児童待とも関㐃の῝いၥ㢟です。ᭀ力にされることは子どものᚰを῝くയࡘけ，

全なᚰの発㐩をṍめます。⚾の専門とするᚰ理⮫ᗋの場でも，῝้な状態をッえて来ㄯする

ースの⫼ᬒに，子ども時௦にDVࢣ にされ，ཝしい環境を生き抜いてきたኚさを▱ること

は少なくありません。年月を経てなお，⒵えないⱞしࡳをᢪえるどの῝้なᙳ㡪を子どもに

えることからも，DV は⤯対にあってはならないと③感します。   
 親ᐦな関ಀの中にあるᭀ力というのは，周囲には見えにくいものです。また，周囲に見えた

としても，加ᐖ者がそれをᭀ力であることをㄆめようとしない場合や，⿕ᐖ者のഃも「相手を

ኻいたくない」という感から「No㸟」とゝえなくなっている場合もあります。 
 ㄡでも親ᐦな関ಀの中で⮬分が‶たされたいという感をᣢࡘことはあるでしࡻう。しかし，

対等な関ಀを相手との間に⠏こうとすれば，⮬分のḧ求充㊊だけではなく，関ಀに生じるḧ求

‶に⪏える力や相手に㣧ࡳ㎸まれࡎに⮬分⮬身でいられる力が必要となります。女性の経῭

的⮬立をಁ進する男女共同参画社会の᪩期実現とともに，これからᜊឡを経験し，やがて⮬分

のᐙ᪘をᣢࡘⱝい人たちが，⮬分をษにする力，そして人をឡする力をしっかりと⮬分の中

に育てていってくれること㢪ってやࡳません。 
 

男女共同参画推進会議 
企画専門部会委員 上⏣⿱⨾（教職教育◊✲ࢭンࢱー 准教授） 

 
 
手をつないでVol.8「ࣞࡢࢼࣥࢻ࣐࣭ࢹᖾࡏとࡣ」 

天遊No.31（2014 年 11 月発行） 
 
ット᭤があります。それはḟのようなḷモでጞまりࣄというࢼドン࣐・にレデࢬートルࣅ

ます。 
Lady Madonna, children at your feet Wonder how you manage to make ends meet 

by Lennon & McCartney 
とこࢁで，最近ᕰで࢘ーࣀ࣐ミクスというゝⴥをよく⪥にします。Woman(女性)+ 

Economics(経῭)の㐀ㄒで 1999 年に生まれたそうです。࢘ーࣀ࣐ミクスを推進する᰿ᣐは男性

労働者のῶ少を女性労働者で⿵
㸬㸬

することによって経῭ຠ⋡を⥔ᣢし，経῭成長を㐩成するⅬ

に求められています。多くの࣐スࢥミの論調では男女共同参画と࢘ーࣀ࣐ミクスはࡰ同⩏で， 
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手をつないでVol.10「ࠗࡢ࠘ࡋࡓࢃなࡕࡓࡾと⪅を⌮ゎࡍるࡇとࡢព」 
天遊No.34（2015 年 7 月発行） 

 
今回は，⚾の◊✲ࢸー࣐にかかわる，少しややこしい理ᒅのヰにおࡘきあいいただけたらと

ᛮいます。 
発㐩ᚰ理学の中には，「子どもの⮬ᕫの発㐩」という◊✲㡿ᇦがあり，➹者はその◊✲をし

ています。⚾たちはそれࡒれ，かのㄡともちがうᅛ᭷な「わたし」の感ぬ，理解をᣢって生

きています。そのような感ぬ，理解がどのようになりたち，育ち，⚾たちの行動と結ࡘࡧくの

か，そんなことを考えます。 
さて，このような◊✲では，「わたし」を▱ることと「者」を▱ることはษり離せないと

いうことがしばしばいわれます。子どもたちは親をはじめとした周囲の人々とのかかわりの中

で「わたし」をはっきりさせていきます。⚾たち人もあらためて「⮬分」のᏑᅾを感じ取り，

考えるのは，多くの場合，人とのやり取りの場㠃です。また，⚾たちのಶ性，例えば性᱁や

ᣢちというものも，⮬分と者の比㍑を通して意識されていきます。 
 このように考えると，人にࡘいて「こんな人だ」「こうあるべきだ」とỴめてかかること

は，実はその者にかかわり，それに対比される⮬分⮬身のあり方を制⣙することと⾲一య

であるようにᛮわれます。例えば「女性はこう行動するべきだ」と考える男性は，その女性に

かかわり対比される⮬分⮬身を「男性としてこうあるべきだ」と（はっきり意識するかどうか

はูとして）⨨づけ，⮬分の新たなྍ⬟性を発見できなくなるのではないでしࡻうか。 
 もちࢁん，⚾たちは相手を理解せࡎに人とかかわることはできませんし，社会の中ではᙺ割

にᛂじてすべきことがỴまっていることも多くあります。ただ，まだ▱らない⮬分のྍ⬟性，

ᣢちを▱ったり，⮬分のまだ▱らないᙅさにẼづいたりするためには，ࡦたすら⮬分を見ࡘ

める（内省する）のではなく，⮬分の周囲の者がもࡘ多ᵝ性やᮍ▱のಶ性にᩄ感であること

もษでしࡻう。そう考えると「男女共同参画」も，それࡒれが⮬分の新たなྍ⬟性にẼづく

きっかけになるといえるようにᛮわれます。 
 

男女共同参画推進会議 
企画専門部会委員 小ᯇᏕ⮳（学校教育講座 准教授） 

 
 
手をつないでVol.11「⮬ศࣜࣕ࢟ࡢをࣛࢺࣥ࣋ࣇと共にᥥいて࠺ࡼࡳ㸟」 

天遊No.35（2015 年 11 月発行） 
 
 先⯡「女性活躍推進法」が成立しました。 
結婚，出産後も働き⥆ける女性が増えてきたとはいえ，仕事とᐙᗞの両立は౫↛きな課㢟

であり，一方，女性の᥇用比⋡が高まった会社では，いかに女性に活躍してもらうかきな課

㢟です。 
最近よく，女性にとって 28 ṓという年齢は，ࢱーニング࣏イントだとゝわれます。 
厚生労働省の⤫ィでは，女性のᖹ均ึ婚年齢は 29 ṓ，ᖹ均➨㸯子出産年齢は 30 ṓです。28

ṓはこの┤前にあたり，仕事に័れ，ᙉࡳも見えてくる一方で，結婚，出産のライフイベント

もリアルに考える時期とࡳて，キャリア形成の分ᒱⅬと受けṆめられているようです。出産前

に㈐௵ある仕事を多く経験した女性は，出産後も᪩めの復職をᮃࡳ，復職後も᪼進を目ᣦそう

と㡹ᙇる。出産前の働き方が後々の働き方にᙳ㡪するため，前ಽしでキャリアを「意識的に」

形成することがษだそうです。 
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ある新聞に掲載されていました「出産前にやっておきたいこと」を紹介します。 

(1)「信頼貯金」を増やす。結婚，出産前になるべく仕事を引き受けて経験を積む。会社が手放

したくない人材に成長出来ていれば，復職後も職場からの理解や支援を得やすい。 
(2)「ロールモデル」（お手本にすべき人物像）を作る。Ａさんの仕事の進め方，Ｂさんの処世

術・・・など，複数の先輩からいい部分を抜き出してロールモデルを作り，近づけるよう努力

する。 
(3)「定年までの見通し図」を書く。横軸を定年までの時間軸とし，予想されるライフイベント

や仕事上の出来事を書き出す。長い目で働くということをとらえるきっかけになり，育児に時

間を取られるのは一時的だということも分かる。 
今後のキャリア形成の一助となれば幸いです。 
 

男女共同参画推進会議  
                 企画専門部会委員 上野山 諭（人事課長） 

 
 
手をつないでVol.12「男女共同参画をめぐる現状と課題について」 

天遊No.36（2016 年 1 月発行） 
 
 昨春改訂された全ての小学校 6 年生算数教科書で人口ピラミッドが掲載（但し，一部記載に

誤り等あり）されるようになった。そのグラフからも少子高齢化は伺え，育児・介護に関わる

対策は急務となっている。 
 勿論，国は，対策を講じ，厚生労働省パンフレット『改正育児・介護休業法のあらまし』（2010）
にまとめられているように育児休業・介護の拡充，両親での育児休業，男性の育児取得や労働

制限に関して政策を打ち出している。また，身近では，各施設で授乳室などの整備が設けられ

たり，学会でも開催期間中に保育室・託児所が設けられる現状がある。それらの成果は，少子

化社会対策白書(2015 内閣府)の子育て支援施策充実（支援新制度の円滑実施,待機児童解消,小 1
の壁打破）や男女の働き方改革（男性の意識・行動改革，ワーク・ライフ・バランス，女性活

躍推進）等々の項目としてまとめられている。 
 ただ，制度上の整備は伺えるものの，現実的には例えば「雇用均等基本調査(2014)」で育児

休業取得者の割合が女性 86.6%（前回調査比 3.6 増）となるものの，男性 2.3%（同 0.27 増）に

留まり，政府が掲げる 2020 年男性 13%とは乖離するなど，実態の伴わないことも多い。 
 また最近のニュースとして「子供をお迎えに行く父親は本当に出世できないのか（企業の求

める働き方と相いれないお迎え時間，「女性活躍推進」で母親のお迎えも遅くなる？）」を目

にし，実際，延長・夜間保育が増加する現状を合わせて考えると，制度が絵に描いた餅になら

ぬかと危惧せざるを得ない。 
 加えて，「園児の声を騒音のように意識する等により保育所立地に反対する住民の立場に，

同感できるか，できないか」で「同感できる」考えが 35％の割合でいた（2015 厚生労働白書）

現状もある。 
 以上からすると，現場・周囲と実行出来る環境作りの整備が必要な時期に来ているのではな

いかと考える。 
 

男女共同参画推進会議  
企画専門部会委員 冨永 雅（実践学校教育講座 准教授）  
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手をつないでVol.10「ࠗࡢ࠘ࡋࡓࢃなࡕࡓࡾと⪅を⌮ゎࡍるࡇとࡢព」 
天遊No.34（2015 年 7 月発行） 

 
今回は，⚾の◊✲ࢸー࣐にかかわる，少しややこしい理ᒅのヰにおࡘきあいいただけたらと

ᛮいます。 
発㐩ᚰ理学の中には，「子どもの⮬ᕫの発㐩」という◊✲㡿ᇦがあり，➹者はその◊✲をし

ています。⚾たちはそれࡒれ，かのㄡともちがうᅛ᭷な「わたし」の感ぬ，理解をᣢって生

きています。そのような感ぬ，理解がどのようになりたち，育ち，⚾たちの行動と結ࡘࡧくの

か，そんなことを考えます。 
さて，このような◊✲では，「わたし」を▱ることと「者」を▱ることはษり離せないと

いうことがしばしばいわれます。子どもたちは親をはじめとした周囲の人々とのかかわりの中

で「わたし」をはっきりさせていきます。⚾たち人もあらためて「⮬分」のᏑᅾを感じ取り，

考えるのは，多くの場合，人とのやり取りの場㠃です。また，⚾たちのಶ性，例えば性᱁や

ᣢちというものも，⮬分と者の比㍑を通して意識されていきます。 
 このように考えると，人にࡘいて「こんな人だ」「こうあるべきだ」とỴめてかかること

は，実はその者にかかわり，それに対比される⮬分⮬身のあり方を制⣙することと⾲一య

であるようにᛮわれます。例えば「女性はこう行動するべきだ」と考える男性は，その女性に

かかわり対比される⮬分⮬身を「男性としてこうあるべきだ」と（はっきり意識するかどうか

はูとして）⨨づけ，⮬分の新たなྍ⬟性を発見できなくなるのではないでしࡻうか。 
 もちࢁん，⚾たちは相手を理解せࡎに人とかかわることはできませんし，社会の中ではᙺ割

にᛂじてすべきことがỴまっていることも多くあります。ただ，まだ▱らない⮬分のྍ⬟性，

ᣢちを▱ったり，⮬分のまだ▱らないᙅさにẼづいたりするためには，ࡦたすら⮬分を見ࡘ

める（内省する）のではなく，⮬分の周囲の者がもࡘ多ᵝ性やᮍ▱のಶ性にᩄ感であること

もษでしࡻう。そう考えると「男女共同参画」も，それࡒれが⮬分の新たなྍ⬟性にẼづく

きっかけになるといえるようにᛮわれます。 
 

男女共同参画推進会議 
企画専門部会委員 小ᯇᏕ⮳（学校教育講座 准教授） 

 
 
手をつないでVol.11「⮬ศࣜࣕ࢟ࡢをࣛࢺࣥ࣋ࣇと共にᥥいて࠺ࡼࡳ㸟」 

天遊No.35（2015 年 11 月発行） 
 
 先⯡「女性活躍推進法」が成立しました。 
結婚，出産後も働き⥆ける女性が増えてきたとはいえ，仕事とᐙᗞの両立は౫↛きな課㢟

であり，一方，女性の᥇用比⋡が高まった会社では，いかに女性に活躍してもらうかきな課

㢟です。 
最近よく，女性にとって 28 ṓという年齢は，ࢱーニング࣏イントだとゝわれます。 
厚生労働省の⤫ィでは，女性のᖹ均ึ婚年齢は 29 ṓ，ᖹ均➨㸯子出産年齢は 30 ṓです。28

ṓはこの┤前にあたり，仕事に័れ，ᙉࡳも見えてくる一方で，結婚，出産のライフイベント

もリアルに考える時期とࡳて，キャリア形成の分ᒱⅬと受けṆめられているようです。出産前

に㈐௵ある仕事を多く経験した女性は，出産後も᪩めの復職をᮃࡳ，復職後も᪼進を目ᣦそう

と㡹ᙇる。出産前の働き方が後々の働き方にᙳ㡪するため，前ಽしでキャリアを「意識的に」

形成することがษだそうです。 
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